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谷
才
一
（
ま
る
や
・
さ
い
い
ち
）
氏
は
、
鶴
岡
市
名
誉

　
　
　

市
民
、
山
形
県
名
誉
県
民
、
そ
し
て
文
化
勲
章
を
受
章

し
た
作
家
で
す
。
今
年
は
氏
の
生
誕
１
０
０
年
に
当
た
り
ま
す
。

　

長
編
小
説
や
英
文
学
の
翻
訳
、
洒し

ゃ
だ
つ脱

な
筆
致
の
エ
ッ
セ
イ
な

ど
、
数
多
く
の
作
品
を
残
し
、
日
本
文
学
に
新
た
な
分
野
を
開

い
た
丸
谷
氏
の
功
績
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
問
合
せ　

本
所
総
務
課
☎
35
‐
１
１
１
４

丸

　

大
正
14
年
、
市
内
馬
場
町
に
生
ま
れ

た
丸
谷
才
一
氏
は
、
旧
制
鶴
岡
中
学
校

（
現
在
の
致
道
館
高
校
）
を
卒
業
す
る

ま
で
の
18
年
間
を
鶴
岡
で
暮
ら
し
ま
し

た
。　

　

戦
争
に
強
い
疑
問
と
嫌
悪
を
抱
い
て

い
た
丸
谷
氏
で
し
た
が
、
旧
制
新
潟
高

校
の
在
学
中
に
召
集
さ
れ
ま
し
た
。
半

年
後
に
終
戦
を
迎
え
復
学
し
、
そ
の
後

東
京
大
学
文
学
部
に
入
学
。
英
文
科
で

現
代
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
研
究
し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
に
國
學
院
大
學
で
助
教
授
を

務
め
、
英
文
学
者
と
し
て
翻
訳
・
研
究

を
続
け
な
が
ら
執
筆
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
そ
の
後
退
職
し
て
作
家
活
動

に
専
念
し
、
数
多
く
の
賞
を
受
賞
。
長

編
小
説
の
ほ
か
、
外
国
文
学
の
翻
訳
や

軽
妙
な
エ
ッ
セ
イ
、
評
論
な
ど
、
幅
広

い
分
野
で
多
く
の
作
品
を
残
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
芥
川
賞
は
じ
め
数
々
の
文

学
賞
の
選
考
委
員
も
務
め
、
村
上
春
樹

氏
を
見
い
だ
す
な
ど
、
後
進
の
指
導
・

育
成
に
当
た
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
に

は
、
文
学
界
の
発
展
に
対
す
る
顕
著
な

功
績
が
認
め
ら
れ
、
文
化
勲
章
を
受
章
。

平
成
24
年
に
87
歳
で
逝
去
し
ま
し
た
。

大
正
14
年

昭
和
18
年

昭
和
22
年

昭
和
25
年

昭
和
29
年

昭
和
35
年

昭
和
40
年

昭
和
42
年

昭
和
43
年

昭
和
47
年

昭
和
49
年

昭
和
53
年

昭
和
57
年

昭
和
60
年

８
月
27
日
、
鶴
岡
市
馬

場
町
に
開
業
医
の
次
男

と
し
て
出
生

旧
制
鶴
岡
中
学
校
を
卒

業旧
制
新
潟
高
校
（
現
在

の
新
潟
大
学
）
を
卒
業

東
京
大
学
文
学
部
英
文

科
を
卒
業

國
學
院
大
學
文
学
部
助

教
授
と
な
る

処
女
作
『
エ
ホ
バ
の
顔

を
避
け
て
』
を
発
表

國
學
院
大
學
を
退
職

『
笹
ま
く
ら
』
で
河
出

文
化
賞
を
受
賞

『
年
の
残
り
』
で
芥
川

賞
を
受
賞

『
た
っ
た
一
人
の
反
乱
』

で
谷
崎
潤
一
郎
賞
を
受

賞『
後
鳥
羽
院
』
で
読
売

文
学
賞
（
評
論
・
伝
記

賞
）
を
受
賞

芥
川
賞
選
考
委
員
、
谷

崎
潤
一
郎
賞
選
考
委
員

と
な
る

読
売
文
学
賞
選
考
委
員

と
な
る

『
忠
臣
蔵
と
は
何
か
』

で
野
間
文
芸
賞
を
受
賞

年　

譜

『笹まくら』
（河出書房新社）

徴兵を忌避し国内逃亡
の経験をもつ主人公が
戦後の時代にもまれ、
再び放浪へと誘われる
までを描く長編作品

『年の残り』
（文藝春秋）

往診患者の少年との交
流を通じ、老い・病に
直面する病院長の心の
動きを浮き彫りにする
表題作を含めた短編集

『女ざかり』
（文藝春秋）

社説をきっかけに、女
性社員が権力との抗争
に巻き込まれる姿を描
く長編小説。ベストセ
ラーとなり映画化

『思考のレッスン』
（文藝春秋）

「どうすればいい考えが
浮かぶか」のテクニッ
クを対談形式でまとめ
たエッセイ。鶴岡での
少年期も語られている

『挨拶はたいへんだ』
（朝日新聞出版）

祝辞や弔辞など、丸谷
氏の様々な挨拶文をま
とめた本。氏は座談も
得意で「文壇三大音声」
の 1 人に数えられた

小説やエッセイなど多岐にわたる著作の一部を紹介します
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生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
た
事
業

日
時　

　
９
月
13
日
○土
午
後
２
時

会
場　

　
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡

定
員　
　

５
０
０
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
）

内
容
　
第
一
部　

講
演

　
　
　
　
　

●「
俳
句
と
歌
仙
」　　
　
　

川
上
弘
美
氏
（
作
家
）

　
　
　
　
　

●「
た
っ
た
一
人
の
反
乱
」　

松
家
仁
之
氏
（
作
家
）

　
　
　
　
　

●「
女
性
が
主
人
公
」　　
　

湯
川　

豊
氏
（
文
芸
評
論
家
）

　
　
　

第
二
部　

座
談
会

　
　
　
　
　

●「
丸
谷
才
一
、
人
と
仕
事
」

申
込‌

み
　
７
月
１
日
○火
～
８
月
20
日
○水
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

問
合
せ
　
本
所
総
務
課
☎
35
‐
１
１
１
４

●
記
念
講
演
会

　

丸
谷
才
一
、
い
つ
も
新
し
い
文
学
者

●
記
念
展
示

　

丸
谷
才
一
展

期
間
　
　
７
月
29
日
○火
～
９
月
28
日
○日

会
場
　
　
図
書
館
本
館

内
容　
　

丸
谷
氏
直
筆
原
稿
の
展
示
、
著
作
の
展
示
な
ど

問
合
せ　

同
館
☎
25
‐
２
５
２
５

●
丸
谷
作
品
原
作
　
記
念
上
映
会

　

映
画
『
女
ざ
か
り
』

期
間　

　
８
月
29
日
○金
～
31
日
○日

会
場
　
　
鶴
岡
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ

料
金　

　
同
館
の
通
常
料
金

監
督　
　

大
林
宣
彦

出
演　
　

吉
永
小
百
合
、
三
國
連
太
郎
、
津
川
雅
彦
ほ
か

申
込‌

み
　
８
月
22
日
○金
か
ら
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

問
合
せ　

同
館
☎
64
‐
１
４
４
１

©1994 松竹

佐
藤
賢
一
（
さ
と
う
・
け
ん
い
ち
）

　

昭
和
43
年
鶴
岡
市
生
ま
れ
。
平
成
５
年
『
ジ
ャ
ガ
ー
に
な
っ
た
男
』
で
小
説

　

す
ば
る
新
人
賞
を
受
賞
。
平
成
11
年
『
王
妃
の
離
婚
』
で
直
木
賞
を
受
賞

特
別
寄
稿
　
明
る
い
時
代
　
　
　
佐
藤
賢
一

　

今
、
令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
は
、
丸
谷
才
一
の
生
誕
１
０
０
年
に
当

た
る
と
い
う
。
作
家
の
生
年
を
調
べ
れ
ば
、
確
か
に
大
正
14
年
（
１
９
２
５

年
）
と
出
て
く
る
。
続
け
て
、
ど
ん
な
年
だ
っ
た
か
と
探
れ
ば
、
普
通
選
挙

法
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
と
セ
ッ
ト
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
治
安
維
持
法
も
施

行
さ
れ
て
い
た
。
年
表
で
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
行
き
つ
い
た
到
達
点

を
刻
む
と
同
時
に
、
国
家
が
国
民
を
厳
し
く
統
制
す
る
よ
う
な
重
く
、
息
苦

し
い
時
代
が
、
そ
の
幕
開
け
を
宣
し
て
い
た
の
だ
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
世
は
暗
さ
を
増
す
ば
か
り
だ
っ
た
。
丸
谷
才
一
が
６
歳

を
迎
え
た
昭
和
６
年
に
は
満
州
事
変
が
起
き
、
16
歳
に
な
っ
た
昭
和
16
年
に

は
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
て
い
る
。
い
よ
い
よ
日
本
は
戦
争
に
突
き
進
ん
で

い
っ
た
。
昭
和
20
年
の
３
月
に
は
、
丸
谷
才
一
自
身
が
学
徒
動
員
で
、
山
形

の
歩
兵
第
三
十
二
連
隊
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
青
森
に
移
動
し
て
い
た
８
月
、

よ
う
や
く
の
終
戦
が
伝
え
ら
れ
た
と
き
で
、
ち
ょ
う
ど
20
歳
だ
っ
た
。

　

辿
る
に
つ
け
て
も
、
禁
じ
え
な
い
の
は
驚
き
で
あ
る
。
後
に
明
る
く
知
的

な
作
風
で
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
作
家
が
、
生
ま
れ
、
か
つ
長
じ
た
時
代
に

し
て
は
、
思
い
が
け
な
い
く
ら
い
に
暗
い
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
こ
か

ら
が
一
変
す
る
。
丸
谷
才
一
は
昭
和
22
年
に
東
京
大
学
文
学
部
に
入
学
、
昭

和
25
年
に
英
文
科
を
卒
業
し
、
以
後
、
英
文
学
の
研
究
者
と
し
て
、
評
論
家

と
し
て
、
小
説
家
と
し
て
、
多
彩
な
活
動
に
入
る
。
昭
和
42
年
に
『
笹
ま
く

ら
』
で
河
出
文
化
賞
を
、
昭
和
43
年
に
『
年
の
残
り
』
で
芥
川
賞
を
受
け
て

か
ら
の
活
躍
は
、
改
め
る
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
だ
。

　

こ
の
間
の
日
本
は
と
い
え
ば
、
戦
後
の
復
興
期
を
経
て
、
高
度
成
長
期
に

向
か
お
う
と
し
て
い
た
。
21
世
紀
、
令
和
の
今
か
ら
み
て
も
、
明
る
い
時
代

だ
。
丸
谷
才
一
の
文
学
に
ふ
さ
わ
し
い
時
代
が
、
よ
う
や
く
訪
れ
た
の
だ
と

ま
と
め
か
け
て
、
思
い
当
た
る
。
も
し
や
逆
で
は
な
か
っ
た
か
と
。
丸
谷
才

一
こ
そ
、
そ
の
文
学
を
通
じ
て
、
燦
々
と
知
性
の
光
を
注
ぐ
こ
と
で
、
時
代

を
明
る
く
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
。
生
誕
１
０
０
年
と
い
わ
れ
て
、
そ

の
長
い
年
月
を
振
り
か
え
る
ほ
ど
、
そ
う
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。

本
市
出
身
の
直
木
賞
作
家
・
佐
藤
賢
一
氏
か
ら
特
別
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た

昭
和
63
年

平
成
２
年

平
成
３
年

平
成
７
年

平
成
10
年

平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
18
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

　
　

同
年

『
樹
影
譚
』
で
川
端
康

成
文
学
賞
を
受
賞

『
光
る
源
氏
の
物
語
』

で
芸
術
選
奨
文
部
大
臣

賞
を
受
賞

『
横
し
ぐ
れ
』
英
訳
で

英
紙
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
外
国
小
説
賞
特
別

賞
を
受
賞

鶴
岡
市
名
誉
市
民
に
推

挙
さ
れ
る

日
本
芸
術
院
会
員
に
選

ば
れ
る

『
新
々
百
人
一
首
』
で

大
佛
次
郎
賞
を
受
賞

「
小
説
、
批
評
か
ら
挨

拶
ま
で
の
広
い
領
域
に

お
け
る
活
動
」
で
菊
池

寛
賞
を
受
賞

『
輝
く
日
の
宮
』
で
泉

鏡
花
文
学
賞
を
受
賞

朝
日
賞
を
受
賞

文
化
功
労
者
に
選
ば
れ

るジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ

ス
著
『
若
い
藝
術
家
の

肖
像
』
翻
訳
で
読
売
文

学
賞
（
研
究
・
翻
訳
賞
）

を
受
賞

文
化
勲
章
受
章

山
形
県
名
誉
県
民
に
推

挙
さ
れ
る

10
月
13
日
87
歳
で
逝
去
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鶴岡市職員採用試験【令和８年４月１日採用予定】

■■問本所職員課☎35‐1159、荘内病院総務課☎26‐5111

■試験日時・会場・申込み

▲

�初級行政・初級土木・初級建築・初級電気・初級行政（障害者対象）・保育士・技能職・上級行政（社会人経験者）
　・ＵＩＪターン枠（社会人経験者）・消防士
▷１次試験　９月16日○火～29日○月 �に全国の試験会場（テストセンター）でオンライン受験
▷�２次試験　�１次試験に合格した方を対象に、10月下旬～11月上旬に実施予定
　　　　　　（消防士以外は市役所本所等、消防士は消防本部で実施）
▷申込み　・�試験案内は市HP「人事・職員採用」に掲載
　　　　　・�申込みは７月１日○火～８月31日○日に市HP「電子申請」で手続き
　　　　　　※電子申請ができない場合はご相談ください。

▲

��薬剤師・看護師［助産師］
▷適性検査　�9月１日○月～21日○日に全国の試験会場（テストセンター）でオンライン受験
▷�面接試験　9月28日○日に荘内病院またはオンラインで実施（申込み後に時間を指定）
▷申込み　・�７月 7日○月～８月22日○金に申込書を同院総務課へ（郵送の場合、22日○金までの消印有効）
　　　　　　市HP「電子申請」からも手続きが可能です
　　　　　・�試験案内は同院HPに掲載

■募集職種・受験資格

募集職種 受験資格（各職種で全ての要件を満たす方）

初級行政

平成16年４月２日～20年４月１日に生まれた方
（４年制大学を卒業した方及び卒業見込みの方を除く）

初級土木

初級建築

初級電気

初級行政
（障害者対象）

平成16年４月２日～20年４月１日に生まれ、障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者
保健福祉手帳）をお持ちの方（４年制大学を卒業した方及び卒業見込みの方を除く）

保育士 昭和61年４月２日以降に生まれ、保育士資格を取得している方または令和 8年３月末までに取得見
込みの方

技能職 昭和61年４月２日～平成20年４月１日に生まれた方

上級行政
（社会人経験者）

昭和40年４月２日～平成２年４月１日に生まれ、民間企業等での職務経験が直近 7年の内 5年以上
ある方

ＵＩＪ
ターン枠
（社会人
経験者）

上級
土木

各職種で①～⑤全ての要件を満たす方
①昭和40年４月２日～平成16年４月１日生まれ
②庄内地域（鶴岡市、酒田市、三川町、庄内町、　
　遊佐町）以外に本社・本庁を置く民間企業・公
　的機関等において設計業務、施工管理等の経
　験がある
③令和７年８月31日時点で、庄内地域（鶴岡
　市、酒田市、三川町、庄内町、遊佐町）以外
　に在住している
④採用後、鶴岡市内に定住する意向がある

⑤技術士、技術士補、土木施工管理技士またはRCCM
（シビルコンサルティングマネージャー）の有資格者

上級
建築 ⑤建築士または建築施工管理技士の有資格者

上級
電気 ⑤電気主任技術者または電気施工管理技士の有資格者

消防士 平成８年４月２日～20年４月１日に生まれ、原則として採用後鶴岡市に居住することができ、普通
自動車運転免許を有する方または令和８年３月末までに取得見込みの方

薬剤師 昭和51年４月２日以降に生まれ、薬剤師免許を取得している方または令和８年４月末までに取得見
込みの方

看護師［助産師］ 昭和41年４月２日以降に生まれ、看護師または助産師免許を取得している方または令和８年４月末までに取得見込みの方

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

同院HP 

詳細はこちらから

電子申請
サービス市HP
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鶴岡市長選挙･鶴岡市議会議員選挙 立候補予定者説明会
　■■問本所選挙管理委員会事務局☎35‐1766

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

■■日市議会議員選挙についての説明会…8月５日○火　

市長選挙についての説明会…8月８日○金　
■■時午後2時　

■■場市役所本所大会議室
■■内��立候補届出の手続き、選挙運動の方法、立候補者
の選挙費用についての説明

戦後80年記念　鶴岡市平和の集い
■■問本所総務課☎35‐1114

■■日８月９日○土午後１時　　■■場中央公民館　
■■内１時…合唱、中学生による発表、学童疎
　　　　開経験者等によるトーク、朗読、
　　　　映像上映など
　　３時…黒井秋夫氏講演会
　　　　「家族が向き合う戦争の傷あと」
■■他パネル展、寄贈品展示（■■時午前9時から）

　本市は、平成23年に「平和都市」を宣言して
います。平和の尊さを再認識し、2度と戦争を起
こさない誓いを新たにしましょう。

文
化
芸
術
推
進
委
員
会　
　
　

委
員
募
集

　

鶴
岡
の
文
化
芸
術
を
推
進
す
る
文
化
芸
術

推
進
基
本
計
画
に
つ
い
て
、
幅
広
い
視
点
か

ら
評
価
・
助
言
等
を
行
う
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
２
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
８
月
１
日
時
点
で

18
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
に
在
住
・
在
勤

ま
た
は
在
学
し
て
い
る　

③
年
２
回
程
度
、

平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る　

■■申

７
月
18
日
○金
ま
で
社
会
教
育
課（
櫛
引
庁
舎
）

☎
57
‐
４
８
６
７
へ　

■■他
市
HP

８ハチ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０‌

よ
い
歯
の
長
寿
賞
の
募
集

　

80
歳
以
上
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
お
持

ち
の
方
を
募
集
し
、
優
良
者
を
表
彰
し
ま
す
。

■■対
昭
和
20
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
（
過
去

に
受
賞
し
た
方
を
除
く
）　

■■申
７
月
１
日
○火

～
８
月
16
日
○土
に
鶴
岡
地
区
歯
科
医
師
会
に

加
入
し
て
い
る
歯
科
医
院
へ
（
そ
の
場
で
無

料
歯
科
健
診
を
実
施
）　

■■問
健
康
課
（
に
こ

♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
４
９
ま
た
は
市
内
歯

科
医
院
へ

市
政

健
康
・
福
祉

歯
周
疾
患
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

■■日
７
月
１
日
○火
～
12
月
31
日
○水
の
開
院
日

■■場
山
形
県
歯
科
医
師
会
に
所
属
す
る
実
施
医

療
機
関　

■■対
今
年
度
中
に
20
歳
・
30
歳
・
40

歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
に
な
る
方
（
40
歳

総
合
健
診
で
受
診
予
定
の
方
は
除
く
）　

■■内

問
診
、
歯
周
組
織
検
査　

■■費
１
、
５
０
０
円

（
70
歳
は
無
料
。
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
に
減
免
制
度
あ
り
〈
要
事
前
申

請
〉）　

■■持
受
診
券　

■■問
健
康

課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐

２
７
３
１
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎

は
地
域
づ
く
り
推
進
課
）
へ

■■他
医
療
機
関
に
要
予
約

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

熱
中
症
の
予
防
に
は
水
分
補
給
と
暑
さ
を

避
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う　

の

ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分

補
給
・
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
と
き
は
、
塩

分
も
摂
取

▼
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う
　
涼
し
い
服
装
で

過
ご
し
、
外
出
時
に
は
日
傘
や
帽
子
を
着
用

▼
冷
房
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う

室
内
で
の
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
我
慢
せ
ず

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
利
用
し
、
適
切
な
温

度
に
調
整

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
４

６

　令和７年10月５日執行の鶴岡市長選挙及び鶴岡市議会議員選挙の立候補予定者を対象とした説明会を開
催します。立候補を予定している方は必ず出席してください（代理出席可・１陣営２人まで）。

鶴岡市平和都市宣言

　世界の恒久平和実現は、人類共通の願いです。
　しかし、いまなお武力紛争等により尊い生命が
奪われ、世界の平和に大きな脅威がもたらされて
います。世界唯一の被爆国である日本に住む私た
ちは、核兵器をはじめとする大量破壊兵器の速や
かな廃絶を訴えます。
　私たち鶴岡市民は戦争のない永遠の平和と文
化の構築を強く決意し、ここに「平和都市」を宣
言します。
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推
進
課
）
へ

き
も
ち
が
楽
に
な
る
訪
問
型
在

宅
介
護
サ
ポ
ー
ト

　

在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
家
族
に
、
医

療
、
介
護
の
専
門
職
が
介
護
や
看
護
に
関
す

る
情
報
提
供
や
相
談
等
を
行
い
ま
す
。

■■
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス　

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、

訪
問
看
護
、
訪
問
介
護　

■■対
次
の
①
②
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
高
齢
者
等
を
在
宅
で
介

護
す
る
家
族　

①
介
護
認
定
を
申
請
し
て
い

な
い　

②
介
護
認
定
を
申
請
し
て
い
る
が
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
未
利
用
（
福
祉
用
具
貸
与
、

特
定
福
祉
用
具
販
売
及
び
住
宅
改
修
を
除

く
）　

■■
利
用
回
数
・
期
間　

介
護
者
１
人

に
つ
き
４
回
（
初
回
利
用
か
ら
１
か
月
間
）　

■■申
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
35
‐
１
２

７
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝

日
庁
舎
は
地
域
づ
く
り
推
進
課
）
へ　

■■他
要

事
前
相
談

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い‌

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
櫛
引
地
域
…
今
野
修
一（
中
田
・
常
盤
木
）　

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

国
民
健
康
保
険
証･

資
格
確
認
書･

資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
、
資
格

確
認
書
、
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
○木
で
す
。
期
限
の
切
れ
た
保

険
証
・
資
格
確
認
書
・
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
８
月
１
日
○金
か
ら
使
用
す
る
証
　
▽
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用
登

録
し
て
い
な
い
方
は
「
資
格
確
認
書
」　

▽

利
用
登
録
し
て
い
る
方
は
「
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
」
と
な
り
ま
す
。
保
険
証
の
発
行
は

令
和
６
年
12
月
で
終
了
し
ま
し
た
（
有
効
期

限
ま
で
は
使
え
ま
す
）。

▼
資
格
確
認
書
・
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
は

別
々
の
封
筒
で
送
付
し
ま
す
　
８
月
１
日
○金

か
ら
使
用
す
る
資
格
確
認
書
、
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
は
世
帯
主
宛
に
家
族
分
を
ま
と
め

て
７
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
分
が

届
い
た
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

保
険
証
利
用
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
国

民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
資
格
確
認
書
等
の
受
け
取
り
方
の
変
更

本
所
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課（
朝
日
庁
舎
は
地
域
づ
く
り
推
進
課
）

の
窓
口
で
受
け
取
り
た
い
場
合
や
、
世
帯
主

以
外
の
宛
名
で
の
送
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

７
月
15
日
○火
ま
で
届
出
が
必
要
で
す
。

▼
新
し
い
資
格
確
認
書
等
の
有
効
期
限
　
令

和
８
年
７
月
31
日
○金
（
た
だ
し
、
令
和
８
年

７
月
31
日
ま
で
に
70
歳
に
な
る
方
と
75
歳
に

な
る
方
は
、
自
己
負
担
割
合
の
変
更
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
制
度
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、

有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。
期
限
が
切
れ
る

前
に
、
改
め
て
資
格
確
認
書
・
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
の
い
ず
れ
か
を
送
付
し
ま
す
）

▼
介
護
施
設
入
所
者
や
寝
た
き
り
等
の
方

医
療
・
年
金

令
和
７
年
度
の
介
護
保
険
料
が‌

決
定
し
ま
し
た

　

７
月
14
日
○月
に
令
和
７
年
度
介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
保
険
料
の
決

定
方
法
等
は
同
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
に
は
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■■対
65
歳
以
上
の
方　

■■
納
付
方
法　

▽
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
…
一
定
の
条

件
を
満
た
し
た
方
は
、
年
金
支
給
月
（
４
月

・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
、
来
年
２

月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き　

▽
普
通
徴

収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…
同
通
知

書
に
同
封
の
納
付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
で

納
付
。
納
期
は
年
８
回
（
７
月
～
来
年
２
月

の
毎
月
）
で
す　

■■問
納
付
の
相
談
…
本
所
納

税
課
☎
35
‐
１
１
８
３　

賦
課
内
容
…
本
所

長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は
地
域
づ

く
り
推
進
課
）
へ　

■■他
特
別
徴
収
か
ら
普
通

徴
収
へ
の
切
替
え
は
不
可

介
護
保
険
負
担
割
合
証
が‌

更
新
さ
れ
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
○木
で
す
。
８
月
１
日

○金
か
ら
使
用
す
る
負
担
割
合
証
は
、
白
い
圧

着
は
が
き
で
７
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

届
い
た
ら
必
ず
開
い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

期
限
の
切
れ
た
負
担
割
合
証
は
、
破
棄
す

る
か
、
本
所
長
寿
介
護
課
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は
地
域
づ
く
り

推
進
課
）
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
８
９
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は

地
域
づ
く
り
推
進
課
）
へ

介
護
保
険
の
負
担
限
度
額
認
定
証
・‌

軽
減
確
認
証
の
更
新
時
期
で
す

　

認
定
証
、
確
認
証
を
お
持
ち
の
方
に
申
請

書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
が
遅
れ

る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
昨
年
度
該
当
し
な
か
っ
た
方
で

も
、
今
年
の
８
月
１
日
以
降
に
要
件
を
満
た

せ
ば
、
認
定
証
、
確
認
証
の
交
付
対
象
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
新
た
に
交
付
を
受
け

た
い
方
は
、
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
35
‐
１
２
７
７
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝

日
庁
舎
は
地
域
づ
く
り
推
進
課
）

へ
家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

■■対
要
介
護
３
以
上
（
相
当
と
認
め
ら
れ
る
方

を
含
む
）
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
１
年

間
利
用
し
て
い
な
い
（
福
祉
用
具
貸
与
、
特

定
福
祉
用
具
販
売
、
住
宅
改
修
及
び
年
間
10

日
以
内
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
を
除
く
）
寝

た
き
り
高
齢
者
等
を
、
１
年
以
上
継
続
し
て

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方　

■■
支
給
額　

10

万
円　

■■持
介
護
者
名
義
の
市
内
金
融
機
関
の

通
帳　

■■申
７
月
１
日
○火
～
31
日
○木
に
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課
☎
35
‐
１
２
７
４
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は
地
域
づ
く
り

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ
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マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
た
方
も
、
資
格
確
認
書

の
交
付
を
申
請
で
き
ま
す
（
代
理
申
請
可
）。

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は

地
域
づ
く
り
推
進
課
）
へ　

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用‌

認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適

用
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○木
で
す
。

７
月
上
旬
に
更
新
案
内
・
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
８
月
以
降
も
必
要
な
方
は
忘
れ

ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
期
間　

７
月
１
日
○火
～
11
日
○金　

■■持
申
請
書
、
対
象
者
の
保
険
証
ま
た
は
資
格

確
認
書
・
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
（
現
在
の

負
担
区
分
が
「
区
分
オ
」
ま
た
は
「
区
分
Ⅱ
」

の
方
で
、
長
期
入
院
〈
１
年
間
で
91
日
以
上

の
入
院
〉
に
該
当
す
る
方
は
、
入
院
を
証
明

す
る
書
類
〈
領
収
書
等
〉
も
必
要
）、
顔
写

真
付
き
の
身
分
証
明
書

　　

認
定
証
が
な
い
場
合
で
も
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ

た
医
療
費
（
食
事
代
を
除
く
）
は
、
高
額
療

養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
に
は

診
療
月
の
２
か
月
～
３
か
月
後
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
必
要
な
書
類
を
お
持
ち
の
上
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■■申
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は

地
域
づ
く
り
推
進
課
）
へ　

■■他
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利
用
登
録
を
し

て
い
る
場
合
、
医
療
機
関
で
の
限
度
額
認
定

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

証
の
提
示
が
不
要
の
場
合
あ
り

後
期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書

を
送
付
し
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
、

資
格
確
認
書
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○木
で

す
。
８
月
１
日
○金
か
ら
使
用
す
る
資
格
確
認

書
は
７
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
期
限
の

切
れ
た
も
の
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
ま
で
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

だ
っ
た
方
に
は
、
限
度
区
分
を
記
載
し
た
資

格
確
認
書
を
送
付
し
ま
す
。

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は

地
域
づ
く
り
推
進
課
）
へ　

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額‌

減
額
認
定
証（
長
期
入
院
）を
お
持
ち
の
方
へ

　

現
在
の
負
担
区
分
が
「
区
分
Ⅱ
」
で
長
期

入
院
に
該
当
し
、
更
新
手
続
き
が
必
要
な
方

に
は
、
６
月
上
旬
に
申
請
書
類
を
送
付
し
ま

し
た
。
８
月
以
降
も
必
要
な
方
は
忘
れ
ず
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は

地
域
づ
く
り
推
進
課
）
へ

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

令
和
７
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
令
和
６
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

■■
発
送
日　

７
月
15
日
○火　

■■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引
き
）
…
一

定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、
原
則
、
年
金

支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12

月
・
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

…
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、
ま
た
は
口

座
振
替
で
納
付
。
納
期
は
年
８
回
（
７
月
～

来
年
２
月
の
毎
月
）
で
す　

■■問
本
所
国
保
年

金
課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁
舎
は
地
域
づ
く
り
推

進
課
）
へ

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る‌

の
が
難
し
い
方
へ

　

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
本
人
が
申
請
す
る
こ
と
で
、
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
ま
す
（
学
生
は
学

生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
）。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例　

退
職
や
失
業

し
た
方
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
確
認
印
の
あ

る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
を
添
付
し
て
申
請
す
る

と
、
本
人
の
前
年
所
得
が
審
査
の
対
象
外
と

な
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請　

必
ず
前
年
所
得
の
申
告
を
済
ま
せ

て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
配
偶
者
、
世

帯
主
も
同
様
）。
今
年
度
分
（
７
月
～
来
年

６
月
の
納
付
保
険
料
が
対
象
）
は
、
７
月
１

日
○火
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
追
納

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
免

除
・
納
付
猶
予
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
、
加
算

金
が
付
き
ま
す
。

■■申
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
朝
日
庁

舎
は
地
域
づ
く
り
推
進
課
）
へ

■■他
HP国

民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

■■
発
送
日　

７
月
15
日
○火　

■■対
世
帯
内
に
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
主
の
方　

■■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、

年
金
支
給
月
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月

・
12
月
・
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引

き　

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
）
…
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、
ま
た

は
口
座
振
替
で
納
付
。
納
期
は
年
９
回
（
７

月
～
来
年
３
月
の
毎
月
）
で
す　

■■問
本
所
課

税
課
☎
35
‐
１
１
７
６　

■■他
納
税
通
知
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
加
入
者
、
所
得
等
の
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

小
・
中
学
生
の
税
に
関
す
る‌

標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す

▼
標
語　

■■対
小
学
生　

■■内
税
金
全
般
、
納
税

の
大
切
さ
、
納
期
限
を
守
る
こ
と
等
（
１
人

２
点
以
内
）

▼
作
文　

■■対
中
学
生　

■■内
税
に
関
す
る
テ
ー

マ
で
あ
れ
ば
自
由
（
１
人
１
編
。
１
、
２
０

０
字
以
内
） 税

・
生
活
・
そ
の
他
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催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

▼
共
通　

■■申
８
月
29
日
○金
ま
で
本
所
納
税
課

☎
35
‐
１
１
８
３
へ　

■■他
入
賞
者
に
賞
状
と

副
賞
を
贈
呈

市
税
等
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た‌

動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

■■
公
売
方
法　

Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
の
シ
ス
テ
ム
で
の
競
り
売
り　

■■
参
加
申

込
み
期
間　

７
月
11
日
○金
午
後
１
時
～
29
日

○火
午
後
11
時　

■■
入
札
期
間　　

8
月
5
日
○火

午
後
１
時
～
８
月
7
日
○木
午
後
11
時　

■■問
本

所
納
税
課
☎
26
‐
０
２
０
８　

■■他
滞
納
税
が

納
め
ら
れ
た
場
合
、
中
止
に
な
る
動
産
あ
り

川
端
通
り
が
７
月
30
日
○水
か
ら

対
面
通
行
に
な
り
ま
す

　　

川
端
通
り
の
一
方
通
行
規
制
を
７
月
30
日

○水
午
前
10
時
に
解
除
し
ま
す
。
十
分
に
注
意

し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。　

■■問
鶴
岡
警
察
署
☎
28
‐
０
1
１
0

ま
た
は
本
所
土
木
課
☎
35
‐
１
3

８
５
へ

市
民
の
皆
さ
ん
が
行
う
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

　

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
行
政
と
の
協

働
事
業
の
活
動
費
に
補
助
し
ま
す
。

■■
対
象
事
業
　
▽
基
本
コ
ー
ス
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
コ
ー
ス
…
鶴
岡
ら
し
さ
、
地
域
特
性
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動　

▽
学
生
コ
ー
ス

…
学
生
が
自
発
的
に
行
う
地
域
に
つ
い
て
の

学
び
、
ま
た
は
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
活

動　

▽
パ
ー
ト
ナ
ー
コ
ー
ス
…
市
施
設
の
整

備
・
修
繕
や
市
管
理
用
地
の
利
活
用　

■■
補

助
対
象
経
費　

講
師
へ
の
謝
礼
、
資
料
印
刷

代
、
イ
ベ
ン
ト
保
険
料
等
（
コ
ー
ス
に
よ
っ

て
上
限
額
が
変
動
）　

■■申
▽
基
本
コ
ー
ス
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
…
７
月
１
日
○火
～
31
日

○木　

▽
学
生
・
パ
ー
ト
ナ
ー
コ
ー
ス
…
来
年

１
月
30
日
○金
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
☎
35
‐

１
１
９
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課

（
朝
日
庁
舎
は
地
域
づ
く
り
推
進

課
）
へ　

■■他
要
事
前
相
談

家
賃
や
引
っ
越
し
費
用
を
補
助
し
ま
す

鶴
岡
市
結
婚
新
生
活
支
援

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯　

①
令
和
７

年
１
月
１
日
～
８
年
３
月
31
日
に
婚
姻　

②

住
宅
が
市
内
に
あ
り
、
夫
婦
ま
た
は
そ
の
一

方
の
住
民
票
の
住
所
が
当
該
住
宅
の
住
所
で

あ
る　

③
夫
婦
の
合
計
所
得
が
５
０
０
万
円

未
満　

④
市
税
等
の
滞
納
が
な
い　

■■
対
象

経
費　

住
宅
賃
貸
費
用
（
家
賃
、
敷
金
、
礼

金
、
共
益
費
、
仲
介
手
数
料
）
及
び
引
っ
越

し
費
用　

■■
補
助
上
限
額　

夫
婦
と
も
に
39

歳
以
下
の
世
帯
…
上
限
30
万
円　

夫
婦
と
も

に
29
歳
以
下
の
世
帯
…
上
限
60
万
円　

■■申
７

月
１
日
○火
～
来
年
３
月
31
日
○火
に

本
所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１
１
９

１
へ人

権
に
関
す
る
相
談
は
次
の‌

方
に
！

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
加
藤
孝
夫　

▽
地
主
幸
平　

▽
庄
司
敏
明　

▽
中
野
恵　

▽
今
野
和
惠　

▽
金
内
淳　

▽

齋
藤
将　

▽
五
十
嵐
礼
子　

▽
渡
會
悟　

▽

五
十
嵐
司　

▽
押
井
五
月　

▽
小
鷹
真
也

▽
叶
野
勉　

▽
成
澤
浩
亮　

▽
田
村
廣
実

▽
加
藤
星　

▽
加
藤
完
治　

▽
五
十
嵐
順
子　

▽
五
十
嵐
一
明　

▽
蓮
池
昇　

▽
平
藤
博
巳　

▽
土
田
浩
和　

▽
佐
藤
利
浩　

▽
齋
藤
元
雄　

▽
清
野
美
智
子　

▽
佐
藤
由
美　

▽
相
澤
康

夫　

▽
五
十
嵐
真
弓

■■問
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３
ま
た

は
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９
４
へ

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ‌

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
強

調
月
間
で
す
。
市
で
は
「
鶴
岡
市
再
犯
防
止

推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、「
み
ん
な
で
支
え

あ
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

更
生
保
護
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２

５
２最

優
秀
作
品
は
市
内
各
所
に
掲
示
し
ま
す‌

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
募
集

■■
テ
ー
マ　

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る

も
の
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
重
要
性
を

訴
え
る
も
の　

■■
部
門　

小
学
生
の
部
、
一

般
の
部
（
中
学
生
以
上
）　

■■
規
定　

１
人

１
点
で
著
作
権
に
抵
触
せ
ず
、
自
作
未
発
表

の
も
の
、
交
通
安
全
を
啓
発
す
る
標
語
の
記

載
が
あ
る
も
の　

■■
規
格　

四
つ
切
り
サ
イ

ズ　

■■
各
賞　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
・

佳
作
数
点　

■■申
作
品
の
裏
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
載
し
、
８
月
29
日
○金

ま
で
直
接
ま
た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

で
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４
へ

〝
明
る
い
や
ま
が
た
〟‌

夏
の
安
全
県
民
運
動

　

夏
は
、
長
期
休
暇
や
レ
ジ
ャ
ー
、
暑
さ
に

よ
る
気
の
ゆ
る
み
等
か
ら
、
交
通
事
故
や
青

少
年
の
非
行
等
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、

運
動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■■
実
施
期
間　

７
月
22
日
○火
～
８
月
21
日
○木

■■
重
点　

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
じ
め

・
非
行
防
止　

▽
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
、
飲
酒
運
転
の
撲
滅　

▽
海
・
山
・

川
で
の
事
故
防
止　

▽
身
近
な
犯
罪
等
の
防

止　

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　

夏
の
身
近
な
風
物
詩
の
お
も
ち
ゃ
花
火
。

お
も
ち
ゃ
と
は
い
え
、
原
料
は
火
薬
で
す
。

安
全
に
楽
し
む
た
め
、
注
意
書
や
使
用
法
を

よ
く
読
み
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い　

▽
燃
え
や

す
い
物
の
近
く
で
遊
ば
な
い　

▽
風
が
強
い

と
き
は
花
火
を
し
な
い　

▽
水
が
入
っ
た
バ

ケ
ツ
を
用
意
す
る　

▽
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ　

▽
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
一
度
に
た
く
さ
ん

の
花
火
に
火
を
つ
け
な
い　

▽
花
火
の
筒
先

に
顔
や
手
を
近
づ
け
な
い　

▽
服
に
火
が
つ

か
な
い
よ
う
注
意
す
る　

■■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

ＣＭ動画

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ
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鶴
岡
市
小
規
模
修
理
修
繕
契
約

希
望
者
登
録
制
度
の
ご
案
内

　

同
制
度
は
、
市
内
の
小
規
模
事
業
者
の
受

注
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
登

録
の
あ
る
事
業
者
は
、
市
が
発
注
す
る
小
規

模
な
修
理
修
繕
の
際
、
業
者
選
定
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

■■
小
規
模
な
修
理
修
繕　

内
容
が
軽
易
か
つ

実
施
が
容
易
で
あ
り
、
契
約
予
定
金
額
が
50

万
円
以
下
の
も
の　

■■対
鶴
岡
市
競
争
入
札
参

加
資
格
者
名
簿
（
建
設
工
事
）
に
登
載
さ
れ

て
い
な
い
市
内
事
業
者　

■■申
本
所
契
約
管
財

課
☎
35
‐
１
１
５
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総

務
企
画
課
（
朝
日
庁
舎
は
地
域
づ
く
り
推
進

課
）
に
申
請
書
類
を
提
出　

■■他
市

HP
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る‌

病
害
虫
防
除
作
業
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

７
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま
で
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
虫
防

除
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
事
故
防
止
の
た

め
、
作
業
中
の
農
地
に
は
絶
対
に
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
風
の
な
い
早
朝
や
夕
方
に

作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

焼
畑
な
ど
で
土
地
に
火
入
れ
を

す
る
と
き
は
市
へ
の
届
け
出
を

　

申
請
書
に
実
施
地
の
見
取
り
図
を
添
付
し

て
、
実
施
日
の
７
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
火
入
れ
従
事
者
数
や
防
火
帯
の
幅

等
は
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
０
１
４
５

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ　

■■他
申

請
書
は
市
役
所
本
所
、
各
地
域
庁
舎
及
び
一

部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置

７
月
６
日
は‌

「
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
」

　

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
は
、
全
国
各
地
に
約
２
、

５
０
０
ｔ
を
出
荷
す
る
鶴
岡
市
の
特
産
品
で

す
。収
穫
の
最
盛
期
が
７
月
で
、数
字
の「
６
」

が
メ
ロ
ン
の
形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

で
は
７
月
６
日
を
「
庄

内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。
甘
く

て
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
庄
内

砂
丘
メ
ロ
ン
を
ぜ
ひ
ご

堪た
ん
の
う能
く
だ
さ
い
。　

■■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐

１
２
９
６

生
ご
み
の
水
切
り
に　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

生
ご
み
の
80
％
が
水
分
で
す
。
ご
み
の
水

分
量
が
多
く
な
る
と
、
焼
却
す
る
際
に
多
く

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
り
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
が
多
く
な
り
ま
す
。
生
ご
み
は
、

ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
一
絞
り
す
る
だ
け
で

水
分
が
減
り
、
持
ち
運
び
が
楽
に
な
り
、
悪

臭
の
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■■問
環
境
政
策
課
（
つ
る
お
か
エ
コ

フ
ァ
イ
ア
内
）
☎
22
‐
２
８
４
８

　

#89
 

「
鶴
岡
市
役
所
内
で
写
真
展
を
開
催
す
る

ス
ペ
ー
ス
を
貸
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し

ょ
う
か
？
」
市
内
の
中
学
生
か
ら
そ
ん
な

お
手
紙
を
頂
い
た
の
は
、
本
格
的
な
冬
が

始
ま
ろ
う
と
す
る
昨
年
の
12
月
の
こ
と
だ

っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
半
年
が
た
っ
た
６
月
。
こ
の

時
期
は
全
国
市
長
会
や
中
央
省
庁
へ
の
要

望
活
動
で
上
京
す
る
こ
と
が
多
い
。
か
つ

て
勤
務
し
て
い
た
農
林
水
産
省
で
は
、
昔

の
同
僚
、
先
輩
た
ち
が
米
価
高
騰
の
中
で

の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
た
。
消
費
者
と
生

産
者
が
末
永
く
良
好
な
関
係
を
保
つ
た
め

に
も
、
今
こ
そ
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村

の
議
論
を
前
進
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
内

閣
官
房
で
は「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」

に
つ
い
て
情
報
収
集
。
都
市
部
な
ど
の
住

民
が
、
何
ら
か
の
形
で
地
方
・
地
域
に
関

わ
る
「
関
係
人
口
」
を
更
に
増
や
す
と
い

う
。
本
市
も
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
施
策
に
思
い
を
巡

ら
せ
た
。

　

上
京
し
た
際
に
は
、
時
間
の
合
間
に
、

鶴
岡
市
役
所
か
ら
中
央
省
庁
な
ど
に
出
向

し
て
い
る
職
員
を
訪
問
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
こ
ど
も
家
庭
庁
、
内
閣
官
房
新
し

い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
本
部
事
務

局
、
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
、
そ
こ
で
働
く
3
人
の
職
員
に
お
会
い

し
た
。「
ち
ゃ
ん
と
ご
飯
食
べ
て
る
？
」、

つ
い
父
親
の
よ
う
な
言
葉
が
出
て
し
ま
う
。

新
し
い
職
場
で
経
験
を
積
ん
で
、
故
郷
の

た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

様
子
、
近
況
を
確
認
し
て
帰
路
に
就
い
た
。

　

昨
年
12
月
に
お
手
紙
を
頂
い
た
彼
女
か

ら
、
再
び
お
手
紙
を
頂
い
た
。
写
真
展
が

開
催
で
き
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が

丁
寧
に
記
さ
れ
て
い
た
。

　

写
真
展
は
、
春
休
み
の
時
期
か
ら
鶴
岡

ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

中
学
２
年
生
の
と
き
に
訪
問
し
た
ポ
ー
ラ

ン
ド
。
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
が
テ
ー
マ
と
な

っ
て
い
た
。
中
学
生
の
私
か
ら
見
た
世
界
、

難
し
い
テ
ー
マ
を
中
学
生
の
視
点
で
、
そ

し
て
写
真
展
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
意
志
の
力

に
心
を
動
か
さ
れ
た
。

　

令
和
2
年
２
月
号
の
本
欄
で『
夜
と
霧
』

の
作
者
・
フ
ラ
ン
ク
ル
の
こ
と
を
取
り
上

げ
た
。
今
年
は
戦
後
80
年
の
節
目
の
年
で

あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
ル
は

１
９
４
２
年
、
強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
る
。

１
９
４
５
年
に
解
放
さ
れ
る
も
妻
や
両
親

を
失
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
う
ち
ひ
し

が
れ
る
。
そ
れ
で
も
人
生
に
イ
エ
ス
と
言

お
う
。
フ
ラ
ン
ク
ル
に
再
び
大
き
な
注
目

が
集
ま
っ
た
の
は
東
日
本
大
震
災
の
際
、

困
難
の
中
で
希
望
の
光
を
見
い
だ
そ
う
と

す
る
、
そ
ん
な
時
代
の
中
で
あ
っ
た
。

　

写
真
展
を
開
催
し
た
彼
女
、
中
学
３
年

生
と
な
っ
た
石
塚
桃
心
さ
ん
。
彼
女
を
現

地
に
向
か
わ
せ
写
真
を
通
し
て
伝
え
よ
う

と
さ
せ
た
、
そ
の
思
い
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

私
は
大
学
時
代
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
人

生
が
待
っ
て
い
る
の
か
、
思
い
悩
ん
だ
時

期
が
あ
っ
た
。
人
は
生
き
て
い
れ
ば
様
々

な
困
難
に
ぶ
つ
か
る
。「
ど
ん
な
人
生
に

も
意
味
が
あ
る
」、「
人
生
の
目
標
や
、何
を

な
す
べ
き
か
悩
む
必
要
は
本
当
は
な
い
」、

「
全
て
の
人
は
、
生
き
て
い
る
中
で
、
そ

の
人
生
か
ら
発
せ
ら
れ
る
問
い
を
発
見
し
、

毎
日
誠
実
に
答
え
て
い
け
ば
い
い
の
だ
」。

フ
ラ
ン
ク
ル
の
言
葉
が
も
っ
と
多
く
の
人

に
広
ま
り
、
届
い
て
ほ
し
い
。
い
つ
の
時

代
も
人
生
に
は
困
難
が
つ
き
ま
と
う
。
平

和
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
毎
日

誠
実
に
歩
ん
で
い
く
、
そ
ん
な
夏
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ
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中心市街地を練り歩くパレードでは、菅原道真公行列
を筆頭に、市民団体や小学生たちが踊りを披露しまし
た。今年は合併20周年を記念して、ふじしま太鼓や
羽黒太鼓といった各地域の伝統芸能団体も参加。迫力

のある大絵馬山車も観衆の目を引き付けていました。
沿道では、長じゅばん姿に編み笠をかぶった化けもの
たちが酒やジュースを振る舞い、あちこちで「おいし
い」「もう１杯！」と喜びの声が聞こえました。

雨に負けず大盛況！鶴岡天神祭本祭鶴岡｜5.25

あつみ温泉　宵まつり・おもてなしまつり

あつみ温泉ばら園のバラが花開く中、７日の夜に開催
された宵まつりでは、飲食を楽しめる「しっぽり横丁」
が登場したほか、打ち上げ花火やほのかにともる竹あ

かりが温泉街の夜を照らしました。８日は念珠関辨
べん

天
太鼓の迫力ある演奏やクラフトマルシェ、キッチンカ
ーの出店があり、大勢の来場者でにぎわいました。

温海｜6.7・8
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Hisu花　花咲かせ活動

地域住民や庄内農業高校生たちが、藤島歴史公園
「Hisu花」の花壇に、同校の生徒が育てたマリーゴー
ルドやサルビアなど約400本の苗を植栽しました。

藤島｜5.24

出羽三山神社・羽黒高校お守り製作プロジェクト

羽黒高校生が、初代の出羽三山大鳥居に「再び命を
吹き込もう」と、鳥居のかけらとご神木でお守りを
製作・頒布。収益の一部を同神社に奉納しました。

羽黒｜５.20

キッズ・レクの会＆おやこで

点数を競う２種目のゲームを行い、元気一杯に体を
動かしました。スポーツガラッキーでは、ピンが高
得点の位置に投げられると、歓声が上がりました。

櫛引｜5.26

ワンダフルな盛り上がり♪大山犬祭り開催

化け物から村を救った「メッケ犬」の伝説に由来し
た祭り。地域住民が大型の山車「からぐり」やみこ
しを引っ張って練り歩き、祭りを盛り上げました。

鶴岡｜６.５

新緑と残雪の古道を往く　六十の詣で

6 月10日は「六十里越街道の日」。白装束をまとっ
た約20人の参加者が、山船頭人の案内で湯殿山神社
本宮を目指し、ブナ林の古道を歩きました。

朝日｜６.10

大宝館　平田杯～甲子園に続く高校球児の夢～

来年100回目を迎える庄内高校野球大会「平田杯」。
創始者・平田吉

きちろう

郎氏の紹介をはじめ、庄内地域の甲
子園出場校のユニフォームなどを展示しています。

鶴岡｜４.１～来年3.31
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特
別
企
画
展　

化
石
ど
う
ぶ
つ
園‌

生
き
物
の
長
い
生
い
立
ち
を
さ
ぐ
ろ
う

■■日
７
月
５
日
○土
～
10
月
19
日
○日
午
前
10
時

～
午
後
４
時　

■■費
高
校
生
以
上
…
８
０
０

円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円　

３
歳
以

上
…
３
０
０
円　

■■場
・
■■問
月
山
あ
さ
ひ
博

物
村
☎
53
‐
３
４
１
１　

■■他
カ
ブ
ト
ム
シ

の
販
売
あ
り
（
７
月
中
旬
～
８
月
中
旬
）

鶴
岡
市
長
杯
・
鶴
岡
支
部
長
杯　
　

争
奪
囲
碁
大
会

■■日
７
月
5
日
○土
午
後
１
時　

■■場
囲
碁
サ
ロ

ン
鶴
岡　

■■対
鶴
岡
市
長
杯
…
四
段
以
上

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■■費がないものは原則無料です。
■■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

鶴
岡
支
部
長
杯
…
三
段
以
下　

地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
自
慢
の
料
理
が
並
び
ま
す‌

や
ま
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■■日
７
月
６
日
○日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２

時　

■■費
１
皿
１
２
０
円（
持
ち
帰
り
の
み
）　

■■場
・
■■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４

５
５藤

沢
周
平
原
作
ド
ラ
マ
上
映
会

■■日
①
７
月
11
日
○金
・
27
日
○日　

②
８
月
８

日
○金
・
19
日
○火
・
24
日
○日
（
各
日
２
回
上

映
）　

■■定
各
回
15
人　

■■内
時
代
劇
専
門
チ

ャ
ン
ネ
ル
『
三
屋
清
左
衛
門
残
日
録
』
シ

リ
ー
ズ　

■■費
大
人
…
３
２
０
円　

高
校
生

・
大
学
生
…
２
０
０
円　

中
学
生
以
下
…

無
料　

■■場
・
■■申
①
７
月
４
日
○金
か
ら　

②

８
月
１
日
○金
か
ら
藤
沢
周
平
記
念
館
☎
29

‐
１
８
８
０
へ　

■■他
HP　

海
水
浴
場
情
報　

▼
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き　

■■日
７
月

12
日
○土
～
８
月
17
日
○日　

■■問
鼠
ヶ
関
海
水

浴
場
運
営
協
議
会
☎
０
８
０
‐
９
０
９
２

‐
１
０
０
０

▼
湯
野
浜
海
水
浴
場　

■■日
７
月
18
日
○金
～

８
月
24
日
○日　

■■問
湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会

☎
75
‐
２
２
５
８

▼
加
茂
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ー
チ　

■■日
７
月
19

日
○土
～
８
月
17
日
○日　

■■問
加
茂
海
水
浴
場

管
理
運
営
委
員
会
☎
33
‐
３
０
２
３

▼
由
良
海
水
浴
場　

■■日
７
月
19
日
○土
～
８

月
17
日
○日　

■■問
由
良
温
泉
観
光
協
会
☎
73

‐
２
２
５
０
　
■■他
シ
ャ
ワ
ー
利
用
（
■■時
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分　

■■費
高
校
生
以

上
…
３
５
０
円　

中
学
生
以
下
…
２
０
０

円　

■■問
海
テ
ラ
ス
ゆ
ら
磯
の
風
☎
64
‐
８

３
３
１　

■■他
市
HP
）

▼
三
瀬
海
水
浴
場　

■■日
７
月
19
日
○土
～
８

月
17
日
○日　

■■問
三
瀬
観
光
協
会
☎
73
‐
３

０
３
５

▼
小
波
渡
海
水
浴
場　

■■日
７
月
19
日
○土
～

８
月
17
日
○日　

■■問
小
波
渡
観
光
協
会
☎
73

‐
２
７
４
０

当
せ
ん
者
に
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト‌

み
な
と
オ
ア
シ
ス
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

■■日
７
月
12
日
○土
～
10
月
13
日
○月　

■■場
み
な

と
オ
ア
シ
ス
酒
田
・
加
茂
・
鼠
ヶ
関　

■■内

２
か
所
以
上
の
ス
タ
ン
プ
を
台
紙
に
押
し

て
応
募　

■■問
東
北
地
方
整
備
局
酒
田
港
湾

事
務
所
建
設
管
理
官
室
☎
０
２

３
４
‐
33
‐
６
３
１
４

そ
そ
そ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
～
鼠
ヶ
関
キ
ャ‌

ン
プ
場
～
開
設
（
完
全
予
約
制
）

■■日
７
月
12
日
○土
～
８
月
17
日
○日　

■■
設
備　

テ
ン
ト
サ
イ
ト
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
サ

イ
ト
、
シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ
等　

■■申
あ
つ

み
観
光
協
会
☎
０
８
０
‐
９
０

９
２
‐
１
０
０
０　

■■他
HP

道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん‌

海
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■■日
７
月
12
日
○土
・
13
日
○日
午
前
10
時
～
午

後
３
時　

■■内
魚
介
類
加
工
品
販

売
等　

■■場
・
■■問
し
ゃ
り
ん
☎
44

‐
３
２
１
１

音
楽
の
夕
べ‌

あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と

■■日
７
月
12
日
○土
午
後
６
時　

■■
出
演

itayoN
'eri　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、
５

０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円　

■■場

・
■■問
加
茂
水
族
館
☎
33
‐
３
０

３
６お

う
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の‌

会
と
大
山
に
根
付
く「
祭
り
」を
訪
ね
る　

■■日
７
月
17
日
○木
午
前
10
時
（
松
倉
山
馬
頭

観
音
仁
王
門
集
合
）　

■■費
５
０
０
円　

■■申

７
月
10
日
○木
ま
で
大
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
☎
33
‐
３
２
１
３
へ

国
宝
羽
黒
山
五
重
塔‌

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■■日
７
月
18
日
○金
～
９
月
23
日
○火
の
内
20
日

間　

■■場
羽
黒
山
随
神
門
～
五
重
塔　

■■内
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
限
定
御

朱
印　

■■費
５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■■持
懐
中
電
灯　

■■問
羽
黒
町
観
光

協
会
☎
62
‐
４
７
２
７

今
井
繁
三
郎
と
若
手
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
作
品
展
示
販
売‌

森
の
ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

■■日
７
月
18
日
○金
～
31
日
○木
午
前
11
時
～
午

後
４
時
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
前

10
時
か
ら
。
22
日
○火
・
28
日
○月
は
休
館
）

■■場
羽
黒
芸
術
の
森　

■■問
オ
ー
ブ
ン
カ
ト
ウ
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公
民
館　

■■内
解
説
、
観
望　

■■費
小
学
生
以

上
３
０
０
円　

■■申
ス
テ
ラ
の
会　

■■他
別
途

資
料
代
（
１
０
０
円
）

中
央
公
民
館 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム‌

夏
の
一
般
公
開

■■日
７
月
26
日
○土
・
27
日
○日
、
8
月
２
日
○土

・
10
日
○日
・
11
日
○月

▼
子
供
向
け　

■■時
・
■■内
午
前
10
時
、
午
後

１
時
30
分
…『
お
し
り
た
ん
て
い
コ
ズ
ミ

ッ
ク
フ
ロ
ン
ト
』　

午
前
11
時
30
分
…『
ド

ラ
え
も
ん
』　

■■定
各
回
先
着
60
人

▼
大
人
向
け　

■■時
・
■■内
午
後
３
時
…『
オ

ー
ロ
ラ
の
調
べ
』　

午
後
４
時
30
分
…『
星

の
旅　

世
界
編
』　

■■定
各
回
先
着
50
人

▼
共
通　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０
円

３
歳
以
上
…
１
０
０
円　

■■申
７
月
16
日
○水

か
ら
市
ラ
イ
ン
で　

■■場
・
■■問
同

館
☎
25
‐
１
０
５
０

農
業
経
営
者
育
成
学
校「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
」‌

入
校
体
験
会

■■日
７
月
26
日
○土
・
27
日
○日　

■■定
先
着
10
人　

■■内
農
業
・
座
学
体
験
、
交
流　

■■場
・
■■申
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
（
シ
ー
ズ
）
☎
76
‐
３
２
２
０

ふ
じ
し
ま
夏
ま
つ
り

■■日
８
月
３
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
７
時
30

分　

■■場
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

■■内
鶴
岡
伝
統
芸
能
祭
、
子
ど
も
す
も
う
大

会
、
藤
ろ
っ
く
祭
、
子
ど
も
縁
日
等　

■■問

ふ
じ
し
ま
観
光
協
会
☎
64
‐
２
２
２
９

☎
64
‐
８
６
６
３

つ
る
お
か
森
の
時
間 

川
魚
釣
り

＆
キ
ャ
ン
プ
を
体
験
し
て
み
よ
う

■■日
７
月
19
日
○土
午
前
８
時
10
分
～
20
日
○日

午
後
０
時
30
分　

■■場
大
鳥
自
然
の
家　

■■対

小
学
生
以
上
20
人　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
、

０
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
１
、
０
０
０

円　

■■申
７
月
８
日
○火
ま
で
HP
ま
た
は
本
所

環
境
政
策
課
（
つ
る
お
か
エ
コ
フ
ァ
イ
ア

内
）
☎
26
‐
０
１
３
９
へ　

■■他
小
学
生
保

護
者
同
伴

東
北
振
興
研
修
所　

‌

教
養
セ
ミ
ナ
ー

■■日
７
月
23
日
○水
午
前
10
時　

■■定
先
着
50
人

■■内「
地
球
温
暖
化
の
現
状
と
そ
の
対
策
に

つ
い
て
」
佐
々
木
堅
士
氏
（
山
形
県
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
）　

■■費
２
、
０

０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■■場
・
■■申
７
月
16

日
○水
ま
で
同
研
修
所
☎
62
‐
２
０
８
２
へ

も
り
の
が
っ
こ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト‌

夏
の
昆
虫
観
察
会

■■日
７
月
25
日
○金
午
後
７
時
（
愛
光
園
集
合
）　

■■対
親
子
15
組
（
大
人
の
み
の
参
加
可
）

■■師
高
嶋
清
明
氏
（
昆
虫
写
真
家
）　

■■費
１
、

０
０
０
円　

■■申
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

keyakino
m

ori.pj@
gm

ail.com

ス
テ
ラ
の
会
　
星
を
見
る
会�

夏
だ
！
キ
ャ
ン
プ
だ
！
夜
空
を
楽
し
も
う
！

■■日
７
月
25
日
○金
午
後
７
時
30
分　

■■場
中
央

ィ
ア
研
究
会
☎
53
‐
３
４
１
１

テ
ー
マ
は「
家
康
公
と
戦
国
大
名
た
ち
」　　
　
　
　
　

家
康
公
検
定
２
０
２
５

■■日
10
月
18
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■■場
荘
内

神
社
参
集
殿　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
、
５

０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円　

■■申

７
月
１
日
○火
～
８
月
１
日
○金
に
HP
で　

■■問

鶴
岡
信
用
金
庫
☎
22
‐
２
６
８

０　

■■他
合
格
記
念
品
あ
り

市
民
プ
ー
ル
夏
季
一
般
利
用

■■日
７
月
５
日
○土
～
９
月
７
日
○日
（
初
日
は

無
料
開
放
）　

■■時
月
曜
～
土
曜
日
…
午
前

10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時
・
６
時

～
８
時　

日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
５
時　

■■費
大
人
…
４

９
０
円　

高
校
生
…
３
８
０
円　

小
・
中

学
生
…
１
８
０
円　

■■問
鶴
岡
水
泳
育
成
協

会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■■他
水
泳
帽
着
用（
貸

出
し
不
可
）。
幼
児
は
要
付
添
い
。
午
後

６
時
以
降
は
中
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ‌

ヨ
ガ
棒
教
室

■■日
７
月
21
日
○月
午
後
７
時
15
分　

■■場
藤
島

体
育
館　

■■対
中
学
生
以
上
20
人　

■■師
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
氏
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円　

中
学

生
…
５
０
０
円　

■■申
７
月
15
日
○火
ま
で
同

荘
内
看
護
専
門
学
校‌

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■■日
８
月
１
日
○金
・
４
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■■場
・
■■申
７
月
17
日
○木
ま
で
HP
ま

た
は
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９
へ

ご
み
処
理
３
施
設　
　
　
　

夏
休
み
見
学
会

■■日
８
月
5
日
○火
午
前
８
時
20
分
（
ご
み
焼

却
施
設
「
つ
る
お
か
エ
コ
フ
ァ
イ
ア
」
集

合
）　

■■定
先
着
40
人　　

■■内
つ
る
お
か
エ
コ

フ
ァ
イ
ア
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
く
る

り
ん
館
」、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

見
学　　

■■申
７
月
25
日
○金
ま
で
環
境
政
策
課

☎
22
‐
２
８
４
９
へ　

■■他
小
学

生
以
下
保
護
者
同
伴

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ビ
ー
チ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
in
ね
ず
が
せ
き

■■日
８
月
９
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■■場
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き　

■■内
障
害

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
「
海
」
を
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
、
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

等　

■■問
ド
リ
ー
ム
や
ま
が
た
里
山
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
☎
０
２
３
４
‐
21
‐
８
２
５
０

祈
り
の
道
・
千
二
百
年
の
歴

史
街
道
を
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ

■■日
８
月
11
日
○月
午
前
８
時
～
午
後
５
時

（
か
た
く
り
温
泉
ぼ
ん
ぼ
集
合
）　

■■場
田
麦

俣
↓
独
鈷
茶
屋
跡
↓
大
堀
抜
↓
細
越
峠
↓

湯
殿
山
神
社
本
宮　

■■定
先
着
20
人　

■■費
２
、

５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■■申
ア
ル
ゴ
デ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
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ク
ラ
ブ
☎
64
‐
２
１
４
３
へ

事
業
の
説
明
と
懇
談
を
行
い
ま
す‌

ひ
き
こ
も
り
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

■■日
７
月
14
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■対
ひ
き
こ
も
り
の
方
の
家
族

■■問
あ
し
た
ば
・
あ
ぐ
り
ラ
ン
ド
☎
33
‐
８

９
３
９

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ‌

無
料
体
験
教
室

■■日
７
月
14
日
○月
午
後
２
時　

■■場
小
真
木
原

公
園　

■■対
18
歳
以
上
先
着
５
人　

■■申
７
月

10
日
○木
ま
で　

■■他
用
具
貸
出
し
あ
り

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　
　

‌

日
帰
り
ハ
イ
キ
ン
グ

■■日
７
月
26
日
○土
午
前
８
時
～
午
後
３
時

（
小
真
木
原
公
園
集
合
） 　

■■定
先
着
15
人　

■■内
田
麦
俣
、
七
ツ
滝
な
ど
で
ポ
ー
ル
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ　

■■費
高
校
生
以
上
…
３
、
０
０

０
円　

小
・
中
学
生
…
２
、０
０
０
円
（
昼

食
代
等
）　

■■申
７
月
８
日
○火
～
22
日
○火
に

同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■■日
７
月
26
日
○土
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■定
50
人　

■■内「
認
知
症
ケ
ア
・
対
応

方
法
」
兼
子
美
智
子
氏
（
湯
田
川
温
泉
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
認
知
症
看
護
認

定
看
護
師
）　

■■申
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
課
☎
29
‐
４
１
８
０

男
性
家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■■日
７
月
27
日
○日
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■内
嚥え
ん

下
食
に
関
す
る
講
義
と
調
理
実

習
等　　

■■申
７
月
17
日
○木
ま
で
本
所
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
課
☎
35
‐
１
２
７
４
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　
　

‌

市
民
登
山
「
月
山
」

■■日
８
月
３
日
○日
午
前
５
時
30
分
～
午
後
４

時
（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■■場
姥
沢
リ
フ

ト
（
西
川
町
）
→
姥
ヶ
岳
→
牛
首
→
山
頂

→
仏
生
池
→
八
合
目　

■■対
小
学
生
以
上
50

人　

■■費
中
学
生
以
上
の
市
民
…
４
、
５
０

０
円　

中
学
生
以
上
の
市
民
以
外
…
５
、

０
０
０
円　

小
学
生
の
市
民
…
２
、
０
０

０
円　

小
学
生
の
市
民
以
外
…
３
、
０
０

０
円　

■■持
昼
食
、
保
険
証
等　

■■申
７
月
８

日
○火
～
22
日
○火
に
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１

３
１
へ　

■■他
小
学
生
保
護
者
同
伴

鶴
岡
市
こ
こ
ろ
元
気
ア
ッ
プ‌

セ
ミ
ナ
ー

■■日
8
月
3
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
出
羽

庄
内
国
際
村
（
オ
ン
ラ
イ
ン
聴
講
可
）

■■定
会
場
…
１
０
０
人　

■■内「
子
ど
も
た
ち

の
こ
こ
ろ
の
危
機
に
向
き
合
お
う
～『
助

け
て
』
が
言
え
な
い
子
ど
も
た
ち
に
ど
う

か
か
わ
る
か
～
」
松
本
俊
彦
氏
（
国
立
精

神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
精
神
科
医

師
）　

■■申
市
民
…
７
月
25
日
○金
ま
で　

市

民
以
外
…
７
月
18
日
○金
～
25

日
○金
に
２
次
元
コ
ー
ド
ま
た

は
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
35
‐
０
１
５
６
へ　

■■他
オ

ン
ラ
イ
ン
聴
講
を
希
望
す
る

方
は
電
話
予
約
不
可　

鶴
岡
市
ヨ
ッ
ト
連
盟‌

セ
ー
リ
ン
グ
体
験

■■日
８
月
９
日
○土
午
前
８
時
30
分
～
午
後
１

時　

■■場
加
茂
水
産
高
校
等　

■■対
小
学
生
以

上
20
人　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
、
０
０
０

円　

小
・
中
学
生
…
１
、
０
０
０
円　

■■申

２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
同
連
盟　

tsuru
okashiyacht@

gm
ail.co

m

　

■■他
小
学
生
保
護
者
同
伴

た
か
だ
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ‌

ヨ
ッ
ト
教
室

■■日
８
月
10
日
○日
午
前
９
時　

■■場
加
茂
港

■■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
15
組　

■■費
大
人

…
１
、
０
０
０
円　

小
学
生
…
５
０
０
円　

■■申
同
ク
ラ
ブ
☎
26
‐
０
１
４
７

糖
尿
病
の
予
防
と
治
療
に
つ
い
て
の
講
話‌

糖
尿
病
予
防
セ
ミ
ナ
ー（
全
３
回
）

■■日
９
月
18
日
○木
午
後
７
時
（
第
２
回
は
11

月
、
第
３
回
は
12
月
に
開
催
予
定
）　

■■場

に
こ
♥

ふ
る　

■■対
お
お
む
ね
74
歳
以
下
で
、

血
糖
値
が
基
準
値
を
超
え
て
い
る
方
等
先

着
25
人　

■■申
９
月
４
日
○木
ま
で
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
４
９
へ

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー‌

午
前
コ
ー
ス
（
全
８
回
）

■■日
９
月
10
日
○水
・
25
日
○木
、
10
月
２
日
○木

と
３
日
○金
の
内
１
日
・
16
日
○木
・
30
日
○木
、

11
月
13
日
○木
・
27
日
○木
、
12
月
４
日
○木
午

前
９
時
30
分
（
９
月
10
日
は
午
後
１
時
30

分
）　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
る
69
歳
以
下
の
方
30
人
（
参
加
要

件
あ
り
）　

■■内
体
組
成
測
定
、
運
動
実
技
、

健
康
学
習
、
個
別
相
談
等　

■■費
１
、
５
０

０
円　

■■申
８
月
22
日
○金
ま
で
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
４
９

へ
　

日
本
の
楽
器
体
験
教
室‌

お
箏
を
弾
い
て
み
ま
し
ょ
う

■■日
７
月
～
12
月
の
土
曜
・
日
曜
日
（
６
回

程
度
）　

■■場
市
内
公
共
施
設
等　

■■対
幼
児

～
高
校
生
（
親
子
参
加
可
）　

■■内
箏こ
と

の
演

奏
習
得
、コ
ン
サ
ー
ト
聴
講　

■■持
箏
爪（
貸

出
し
あ
り
）　

■■申
山
形
箏
曲
彩
音
会
☎
０

９
０
‐
８
７
８
１
‐
４
４
３
５

西
部
児
童
館 

ゆ
め
っ
く
り

▼
幼
児
サ
マ
ー
水
遊
び
　
■■日
７
月
14
日
○月

・
16
日
○水
・
24
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■■場

同
館　

■■対
幼
児
と
そ
の
保
護
者
各
日
先
着

８
組　

■■申
７
月
３
日
○木
か
ら　　

▼
ゆ
め
っ
く
り
ミ
ニ
♪
な
つ
ま
つ
り
　
■■日

７
月
27
日
○日
午
前
10
時　

■■場
同
館　

■■対
幼

児
45
人　

■■内
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
の
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
、
フ
ォ
ト
コ
ー
ナ
ー
等　

■■費

３
０
０
円　

■■申
７
月
３
日
○木
か
ら

子
育
て
・
子
供
向
け

オンライン

会場
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▼
わ
く
わ
く
サ
マ
ー
体
験
　
■■日
①
７
月
31

日
○木　

②
８
月
７
日
○木　

③
19
日
○火　

■■時

午
前
10
時　

■■場
・
■■定
①
山
形
県
防
災
学
習

館
（
三
川
町
）・
40
人　

②
③
第
六
学
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
・
25
人

■■対
小
学
生　

■■申
７
月
14
日
○月
か
ら

▼
共
通　

■■問
西
部
児
童
館
☎
29

‐
０
０
３
１

暘
光
児
童
館 

▼
わ
く
わ
く
！
夏
ま
つ
り
　
■■日
７
月
20
日

○日
午
前
10
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

15
組　

■■内
出
店
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
等
（
前
売

り
券
・
当
日
券
販
売
あ
り
）

▼
乳
幼
児
水
あ
そ
び
　
■■日
７
月
28
日
○月
・

30
日
○水
、
８
月
１
日
○金
・
６
日
○水
午
前
10

時
30
分　

■■定
各
日
10
人

▼
高
専
化
学
実
験
　
■■日
８
月
４
日
○月
午
後

１
時
30
分　

■■対
小
学
生
30
人　

▼
ソ
ニ
ー
も
の
づ
く
り
体
験
　
■■日
８
月
８

日
○金
午
後
１
時
30
分　

■■対
小
学
生
30
人

■■内
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
製
作　

▼
共
通
　
■■場
・
■■申
同
館
☎
64
‐
８
６
４
０

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る

▼
お
は
な
し
会　

■■日
７
月
16
日
○水
午
前
11

時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
「
フ
ォ
ト
ア

ー
ト
〝
夏
〟」　

■■日
７
月
18
日
○金
午
前
10
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
12
組　

■■申

７
月
２
日
○水
か
ら

▼
遊
び
の
サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

▽
さ
ん
ち
ゃ
ん
と
け
ん
玉
に
挑
戦
！　

■■日

８
月
１
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■■対
小
学
生

先
着
20
人　

■■申
７
月
16
日
○水
か
ら

▽
化
学
実
験　

■■日
８
月
５
日
○火
午
前
10
時　

■■対
小
学
生
先
着
30
人　

■■申
７
月
16
日
○水
か

ら▽
お
化
け
屋
敷　

■■日
８
月
10
日
○日
午
前
10

時　

■■対
幼
児
と
そ
の
保
護
者
、
小
学
生

▽
お
は
な
し
会
＆
工
作　

■■日
８
月
20
日
○水

午
前
10
時
30
分　

■■対
小
学
生
先
着
20
人

■■申
７
月
16
日
○水
か
ら

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
64
‐

１
９
０
0

ま
ん
ま
ル
ー
ム
７
月
の
講
座

「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
の
関
わ
り
」

■■日
７
月
25
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

■■師
公
立
保
育
園
主
任　

■■場
・
■■申
７
月
１
日
○火
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24

‐
５
６
３
５
へ

中
央
児
童
館 
ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
縁
日　

■■日
７
月
26
日
○土

■■時
・
■■対
午
前
10
時
…
幼
児
と
そ
の
保
護
者

50
人　

午
後
1
時
30
分
…
小
・
中
学
生
50

人　

■■内
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
当
て
も
の
等

■■費
３
０
０
円　

■■申
チ
ケ
ッ
ト
購
入
は
７
月

７
日
○月
～
18
日
○金
に
同
館
に
来
館

▼
夏
休
み
日
替
わ
り
コ
ー
ナ
ー　

■■日
・
■■対

７
月
29
日
○火
午
前
10
時
…
幼
児
と
そ
の
保

護
者
、
小
学
１
年
・
２
年
生
先
着
15
人

８
月
４
日
○月
・
７
日
○木
午
前
10
時
…
小
学

生
先
着
15
人　

■■内
ボ
ー
ル
遊
び
、
化
学
実

験
、
工
作　

■■申
７
月
14
日
○月
～
31
日
○木

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

小
学
生
の
た
め
の
図
書
館
講
座‌

ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
で
見
る
昆
虫
の
世
界　

■■日
７
月
26
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■■対
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
先
着
25
組
（
子
供
の
み

の
参
加
可
）　

■■師
高
嶋
清
明
氏
（
昆
虫
写

真
家
）　

■■場
・
■■申
７
月
８
日
○火
か
ら
２
次

元
コ
ー
ド
ま
た
は
図
書
館
本
館

☎
25
‐
２
５
２
５
へ

山
形
県
立
致
道
館
中
学
校

▼
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
　
■■日
７
月
27
日

○日
午
前
、
午
後　

■■対
小
学
６
年
生　

▼
致
道
塾
　
■■日
８
月
５
日
○火
午
前
９
時　

■■対
小
学
４
年
～
６
年
生　

■■内
小
学
校
の
学

習
や
夏
休
み
の
宿
題
の
相
談
等

▼
共
通　　

■■申
HP
で　

■■場
・
■■問
同

校
☎
23
‐
７
５
７
９

～
水
道
水
の
流
れ
を
た
ど
ろ
う
～　

‌

夏
休
み
！
わ
く
わ
く
水
道
た
ん
け
ん
隊
！

■■日
８
月
２
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所

上
下
水
道
部
庁
舎
集
合
）　

■■対
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
先
着
10
組　

■■内
月
山
ダ
ム
、

朝
日
浄
水
場
、
高
坂
配
水
場
の
見
学　

■■申

７
月
22
日
○火
ま
で
上
下
水
道
部
総
務
課
☎

23
‐
７
７
３
１
へ

つ
る
お
か
親
子
文
化
財
め
ぐ
り

■■日
８
月
２
日
○土
午
前
9
時　

■■場
羽
前
絹
練

㈱
、
丙
申
堂
、
松
ヶ
岡
開
墾
場　

■■対
市
内

在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
10
組
20
人　

■■費
１
組
５
０
０
円　

■■申
７
月
18
日
○金
ま
で

社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８

６
８
へ

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
が
ア
ド
バ
イ
ス‌

夏
休
み
ア
イ
デ
ア
工
作
相
談
会

■■日
８
月
２
日
○土
・
９
日
○土
午
後
１
時
～
４

時　

■■場
秋
山
鉄
工
㈱
日
本
国
工
場　

■■対
小

・
中
学
生　

■■内
夏
休
み
の
工
作
課
題
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
（
１
組
10
分
～
20
分
）　

■■申
２
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
学
校
教
育
課

（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６

５
へこ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型

遊
び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■■日
８
月
３
日
○日
午
前
９
時
～
正
午　

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■■日
８
月
６
日

○水
午
前
10
時　

■■対
未
就
園
児
（
令
和
７
年

２
月
～
４
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者
30

組　

■■内
触
れ
合
い
遊
び　

■■申
や
ま
が
た
ｅ

申
請
で

▼
共
通　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■問
同
セ
ン
タ

ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２

７
４
１

図
書
館
本
館‌

夏
の
お
は
な
し
会

■■日
８
月
３
日
○日
午
前
10
時　

■■対
幼
児
～
小

学
生　

■■内
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
『
お
ば
け
お

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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ば
け
の
か
ぞ
え
う
た
』
等　

■■場
・
■■問
図
書

館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
く
る
り
ん
館
」‌

夏
休
み
親
子
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
教
室

■■日
８
月
６
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■■対
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
10
組　

■■内
ガ
ラ
ス
の
小

瓶
に
模
様
を
付
け
る
工
作　

■■場

・
■■申
同
館
☎
35
‐
３
５
５
７

夏
休
み
下
水
道
教
室

■■日
８
月
８
日
○金
午
前
9
時　

■■場
庄
内
浄
化

セ
ン
タ
ー
（
庄
内
町
）　

■■対
小
学
４
年
～

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
20
組　

■■内
下
水
処

理
場
の
見
学
、顕
微
鏡
観
察
、水
質
実
験
等　

■■申
７
月
23
日
○水
ま
で
山
形
県
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー
下
水
道
事
業
所
☎
０
２

３
‐
６
５
４
‐
８
４
０
０
へ

内
川
舟
下
り
探
検
隊
と‌

ざ
っ
こ
し
め

■■日
８
月
９
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所

本
所
集
合
）　

■■場
内
川
ほ
っ
と
パ
ー
ク

■■対
市
内
在
住
の
小
学
３
年
～
６
年
生
16
人

（
申
込
み
多
数
の
場
合
抽
せ
ん
）　

■■申
本
所

土
木
課
内
「
内
川
を
美
し
く
す
る
会
」
事

務
局
☎
35
‐
１
３
４
１

親
子
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
！
～
森
林
を
ま
な
び
、‌

木
に
ふ
れ
て
、
は
し
を
つ
く
ろ
う
～

■■日
８
月
９
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
10
組　

■■費
１
、
５
４
０
円　

■■場
・

■■申
７
月
４
日
○金
～
23
日
○水
に
中
央
公
民
館

女
性
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４

０
へ子

育
て
中
や
産
前
産
後
の
ご
家
庭
の
方
へ‌

子
育
て
わ
く
わ
く
タ
イ
ム

■■日
８
月
19
日
○火
午
前
10
時　

■■内
産
前
産
後

ヨ
ガ　

■■師
後
藤
敬
子
氏（
ご
っ
と
助
産
院
）　

■■場
・
■■申
常
念
寺
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
る
ん
び
に
ー
園
☎
24

‐
９
０
５
５

夏
休
み
に
親
子
で
木
工
工
作
に
挑
戦
！‌

「
ミ
ニ
テ
ー
ブ
ル
」キ
ッ
ト
配
布

■■対
小
学
生
先
着
50
人（
１
家
庭
１
セ
ッ
ト
）　

■■費
５
０
０
円　

■■申
７
月
15
日
○火
ま
で
HP
で　

■■場
・
■■問
田
川
建
設
労
働
組
合
☎

22
‐
２
８
３
２　

■■他
申
込
み
多

数
の
場
合
抽
せ
ん

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
棋
楽
会　

■■日
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
午
後

１
時

▼
フ
ラ
ダ
ン
ス
同
好
会　

■■日
７
月
７
日
○月

・
28
日
○月
、
８
月
４
日
○月
・
18
日
○月
午
前

10
時

▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■■日
７
月
10
日
○木
・
17
日
○木
・
24
日
○木

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

創
造
の
森
交
流
館

▼
数
独
教
室　

■■日
７
月
４
日
○金
・
11
日
○金

・
18
日
○金
・
25
日
○金
午
前
９
時
30
分

▼
刺
身
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
る　

■■日
７
月
５

日
○土
午
前
９
時
30
分　

■■定
先
着
10
人　

■■費

５
０
０
円　

■■他
要
申
込
み

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■■日
７
月
9
日
○水
・
16
日

○水
・
23
日
○水
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分

▼
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
作
っ
て
森
で
お
昼
寝

■■日
７
月
12
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２

時　

■■定
先
着
15
人　

■■費
９
０
０
円　

■■持
昼

食
等　

■■他
要
申
込
み

▼
夏
の
里
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
木
陰
の
涼

風
コ
ー
ス
」　

■■日
７
月
19
日
○土
午
前
９
時

30
分　

■■定
先
着
25
人　

■■内
初
夏
の
里
山
歩

き
（
５
㎞
～
６
㎞
）　

■■他
要
申
込
み

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
鶴
岡
市
所
蔵
作
品
展
第
２
期　

■■日
７
月

５
日
○土
～
９
月
28
日
○日　

▼
鶴
岡
市
市
制
施
行
・
開
館
20
周
年
記
念

特
別
展
覧
会
「
超
写
実　

ホ
キ
美
術
館
名

品
展
」　

■■日
７
月
12
日
○土
～
8
月
17
日
○日　

■■費
大
人
…
７
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生

…
４
２
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

▽
開
幕
記
念
「
ホ
キ
美
術
館
長
に
よ
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」　

■■日
７
月
12
日
○土
午

前
10
時　

■■師
保
木
博
子
氏
（
同
館
館
長
）

▽
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

■■日
７
月
27
日
○日
、
８
月
10
日
○日
午
前
10
時
、

午
後
２
時

▽
講
座
「
は
じ
め
て
の
油
絵
～
絵
の
具
チ

ュ
ー
ブ
を
描
く
」（
全
２
回
）　

■■日
８
月
２

日
○土
・
９
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■対
中
学

生
以
上
先
着
12
人　

■■師
佐
竹
美
津
子
氏

（
白
甕
社
）　

■■費
２
、
５
０
０
円　

■■申
７
月

４
日
○金
～
26
日
○土

▼
美
術
講
座「
ハ
ー
ブ
の
リ
ー
ス
づ
く
り
」

■■日
７
月
23
日
○水
午
後
７
時　

■■対
中
学
生
以

上
先
着
12
人　

■■師
齋
藤
智
子
氏
（
花
の
ア

ト
リ
エ
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
コ
ス
モ
ス
主
宰
）　

■■費
２
、
５
０
０
円　

■■申
７
月
４
日
○金
～
16

日
○水

▼
共
通　

■■場
・
■■問
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ

ム
☎
29
‐
０
２
６
０

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
外
来
生
物

捕
獲
大
作
戦
」　
■■日
７
月
５
日
○土
午
前
９

時　

■■定
30
人　

■■申
７
月
４
日
○金
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
～
ど
ろ
っ

ぱ
か
ら
の
手
紙
！　

■■日
７
月
の
毎
週
土
曜

・
日
曜
日
、
祝
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
ど
ろ
っ
ぱ
池
の
水
を
ぬ
く
！
池
に
は
ど

ん
な
生
き
物
が
い
る
か
な
？　

■■日
７
月
５

日
○土
午
後
２
時　

■■定
20
人　

■■費
２
０
０
円　

■■申
７
月
４
日
○金
ま
で

▽
松
ぼ
っ
く
り
ツ
リ
ー
づ
く
り　

■■日
７
月

12
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■■費
１
０
０
円

▽
ど
ろ
っ
ぱ
の
た
ま
ご
づ
く
り　

■■日
７
月

施
設
の
催
し 

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ
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12
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■■費
１
０
０
円

▼
自
然
観
察
会
「
夜
の
散
策
会
」　

■■日
７

月
19
日
○土
午
後
６
時
30
分　

■■定
20
人　

■■費

５
０
０
円　

■■申
７
月
17
日
○木
ま
で

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
・
佐
潟
の
ハ
ス
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　

■■日
７
月
26
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■定
30
人

■■師
涌
井
晴
之
氏
（
佐
潟
と
歩
む
赤
塚
の
会

代
表
）　

■■費
５
０
０
円　

■■申
７
月
24
日
○木

ま
で　

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
上
映
会　

■■日
７

月
19
日
○土
～
21
日
○月
、
８
月
９
日
○土
午
前

10
時
、
午
後
１
時　

■■定
各
回
25
人　

■■内
第

五
番
～
第
九
番
を
日
替
わ
り
で
上
映　

■■費

５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

▼
夏
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会　

■■日
８
月
１
日

○金
午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時
（
同
セ
ン

タ
ー
集
合
）　

■■定
20
人　　

■■費
高
校
生
以
上

…
２
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
７
０

０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
７
月
22
日
○火
ま
で　

▼
共
通　

■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２

１
ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

７
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
花
蔵
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

■■日
７
月
６
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着

20
人　

■■費
２
、
８
０
０
円　

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
丸
ご
と
メ
ロ
ン
ゼ
リ

ー
」　

■■日
７
月
12
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着
10
人　

■■費
２
、
５
０
０
円

▼
米
粉
パ
ン
作
り　

■■日
７
月
26
日
○土
午
前

10
時　

■■定
先
着
12
人　

■■費
２
、
５
０
０
円

▼
雑
穀
粉
の
甘
酒
カ
レ
ー
教
室　

■■日
７
月

27
日
○日
午
前
10
時
30
分　

■■定
先
着
６
人　

■■費
４
、
９
５
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３

森
の
案
内
人
養
成
講
座‌

（
全
２
回
）

■■日
・
■■内
7
月
13
日
○日
…
森
林
案
内
＆
ク
ラ

フ
ト
、
樹
名
板
製
作　

８
月
31
日
○日
…
樹

木
講
座
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム　

■■時
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時　

■■場
眺
海
の
森

（
酒
田
市
）　

■■対
県
内
在
住
の
高
校
生
以
上　

■■持
昼
食
等　

■■申
庄
内
総
合
支
庁

森
林
整
備
課
☎
66
‐
５
５
２
４　

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ 

鳥
獣
被
害
対
策
公
開
講
座

▼
設
置
し
て
み
よ
う
！
電
気
柵
（
実
習
）　

■■日
７
月
11
日
○金
午
後
１
時　

■■場
シ
ー
ズ

■■師
江
成
は
る
か
氏
（
山
大
農
学
部
客
員
准

教
授
）　

■■持
軍
手
等

▼
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
と
被
害
対
策　

■■日
７

月
15
日
○火
午
後
１
時
30
分　

■■場
シ
ー
ズ

■■師
鈴
木
淳
氏
（
か
さ
な
り
デ
ザ
イ
ン
）

▼
身
近
に
で
き
る
ク
マ
対
策　

■■日
９
月
２

日
○火
午
後
３
時　

■■場
市
役
所
本
所
大
会
議

室　

■■師
市
鳥
獣
被
害
対
策
推
進
員

▼
地
域
に
合
わ
せ
た
鳥
獣
対
策
の
計
画
と

体
制
づ
く
り
～
捕
獲
編
～　

■■日
11
月
18
日

○火
午
後
１
時
30
分　

■■場
三
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

■■師
鈴
木
淳
氏

▼
共
通　

■■定
各
日
先
着
30
人　

■■申
７
月
７

日
○月
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課　

25
‐

８
７
６
３
ま
た
は
メ
ー
ル
で　

■■問
同
課
☎
35
‐
１
２
9
８　

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー‌

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修　

■■日
７
月

23
日
○水
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■■費
６
、

０
０
０
円

▼
中
堅
社
員
研
修
（
全
２
回
）　

■■日
８
月

５
日
○火
・
６
日
○水
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分　

■■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
改
善
魂
の
あ
る
職
場
づ
く
り
研
修　

■■日

８
月
７
日
○木
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■■費

６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■■定
20
人　

■■場
・
■■申
同

セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

お
う
ら
大
学
「
歴
史
学
」
公
開
講
座 

大
山
酒
と
北
海
道

■■日
７
月
24
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■■師
工
藤

義
衛
氏
（
石
狩
市
文
化
財
課
）　

■■費
１
、

０
０
０
円　

■■場
・
■■申
７
月
17
日
○木
ま
で
大

山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
33
‐
３
２

１
３
へ

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業 

担
い
手
養
成
研
修
会

▼
講
義
（
全
３
回
）　

■■日
７
月
30
日
○水
午

前
９
時
45
分
～
午
後
２
時
40
分
・
31
日
○木

午
後
１
時
30
分
、
８
月
29
日
○金
午
後
１
時　

■■場
に
こ
♥
ふ
る

▼
通
い
の
場
見
学
会　

■■日
８
月
１
日
○金
～

28
日
○木
の
内
１
日
（
１
時
間
30
分
）　

■■場

市
内
の
通
い
の
場

▼
共
通　

■■定
20
人　

■■持
昼
食
（
７
月
30
日

の
み
）、
印
鑑
等　

■■申
７
月
23
日
○水
ま
で

本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎

29
‐
４
１
８
０
へ

中
央
公
民
館 

短
期
講
座‌

初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座（
全
４
回
）

▼
ワ
ー
ド
コ
ー
ス
初
級　

■■日
７
月
31
日
○木
、

８
月
１
日
○金
・
４
日
○月
・
５
日
○火

▼
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
初
級　

■■日
８
月
19
日

○火
・
20
日
○水
・
21
日
○木
・
22
日
○金

▼
共
通　

■■時
午
後
１
時
30
分　

■■対
市
内
に

在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
方
８
人　

■■費
２
、

７
２
８
円　

■■申
７
月
９
日
○水
～
23
日
○水
に

同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ　

■■他
両
コ
ー
ス

へ
の
参
加
不
可
。
初
参
加
の
方
優
先

９
月
14
日
ま
で
の
免
許
を
持
つ
方
へ 

狩
猟
免
許
の
更
新
講
習

■■日
８
月
19
日
○火
・
20
日
○水
午
前
９
時
～
午

後
２
時
30
分　

■■場
庄
内
総
合
支
庁
（
三
川

町
）　

■■費
２
、
９
０
０
円　

■■申
７
月
18
日

○金
ま
で
庄
内
総
合
支
庁
環
境
課

☎
66
‐
５
７
０
６
へ

フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー‌

森
と
海
の
つ
な
が
り
を
知
ろ
う

■■日
８
月
２
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

講
座
・
講
習
会 
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（
温
海
町
森
林
組
合
集
合
）　

■■場
温
海
地
域　

■■定
15
人　

■■内
下
刈
り
体
験
、
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
体
験
等　

■■師G
reen Blue 

あ
つ
み　

■■持
昼
食
等　

■■申
７
月
14
日
○月
ま

で
HP
ま
た
は
同
組
合
☎
43
‐
２

３
１
３
へ

山
形
小
説
家
・
ラ
イ
タ
ー
講
座‌

鶴
岡
出
張
講
座

■■日
８
月
30
日
○土
午
後
２
時　

■■場
出
羽
庄
内

国
際
村　

■■定
先
着
１
５
０
人　

■■師
佐
伯
一

麦
氏
（
小
説
家
）、
池
上
冬
樹
氏
（
文
芸

評
論
家
）　

■■費
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下

無
料
）　

■■申
７
月
８
日
○火
か
ら
２
次
元
コ

ー
ド
ま
た
は
図
書
館
本
館
☎
25

‐
２
５
２
５
へ

甲
種
・
乙
種
（
と
も
に
全
類
）　　

消
防
設
備
士
試
験 　
　
　
　

■■日
９
月
６
日
○土　

■■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ
（
山
形
市
）、
庄
内
Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
酒
田

市
）　

■■申
７
月
18
日
○金
～
31
日
○木
に
電
子

ま
た
は
書
面
で　

■■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐

０
７
６
１　　

■■他
HP

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座‌

（
全
６
回
）

■■日
９
月
11
日
○木
・
30
日
○火
、
10
月
４
日
○土

・
22
日
○水
、
11
月
６
日
○木
・
28
日
○金
午
前

９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分
（
10
月
４
日

は
時
間
未
定
）　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
市

内
在
住
の
お
お
む
ね
74
歳
以
下
の
方
先
着

30
人　

■■内
栄
養
バ
ラ
ン
ス
・
生
活
習
慣
病

予
防
等
の
学
習
、
調
理
実
習　

■■費
２
、
０

０
０
円　

■■申
８
月
１
日
○金
ま
で
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３
１
へ

消
防
設
備
士
講
習

■■日
①
９
月
22
日
○月　

②
10
月
１
日
○水　

③

２
日
○木　

④
３
日
○金　

■■時
午
前
９
時
10
分

～
午
後
５
時　

■■場
・
■■定
①
庄
内
総
合
支
庁

・
60
人　

②
～
④
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
・

各
日
１
２
０
人　

■■内
①
②
甲
４
類
、
乙
４

類
・
７
類　

③
甲
・
乙
１
類
～
３
類　

④

甲
５
類
、
乙
５
類
・
６
類　

■■申
７
月
28
日

○月
～
８
月
８
日
○金
に
山
形
県
消
防
設
備
協

会
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐
８
４
７
７
へ

■■他
HP

　

つ
る
お
か
ひ
ょ
う
げ
ん
の
花‌

２
０
２
５　
作
品
募
集

■■対
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
障
害
者
施
設

を
利
用
す
る
障
害
の
あ
る
方　

■■申
８
月
20

日
○水
ま
で
鶴
岡
市
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
「
に
こ
こ
ろ
」
☎
25
‐
２
７
９
４
へ　

■■他
出
品
は
１
人
３
点
ま
で
。
申
込
書
は
市

HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

婚
活
支
援
事
業‌

つ
る
お
か
恋
す
る
一
句
募
集

　

青
春
、
恋
愛
、
結
婚
、
家
族
に
ま
つ
わ

る
川
柳
と
関
連
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

■■申
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
本
所
地
域
振
興

課
☎
35
‐
１
１
９
１　

■■他
優
秀

作
品
出
品
者
に
市
内
の
特
産
品

等
贈
呈

令
和
８
年
３
月
・
４
月
採
用‌

自
衛
官
等
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

受
付
期
間

７
月
１
日
○火
～

①

自
衛
官

候
補
生

筆
記
・
適
性
検
査

…
９
月
12
日
○金
～

18
日
○木
の
内
１
日
９
月
４
日

○木
ま
で

口
述
・
身
体
検
査

…
９
月
21
日
○日
～

23
日
○火
の
内
１
日

②

一
般
曹

候
補
生

１
次
試
験
…
９
月

13
日
○土
～
18
日
○木

の
内
１
日

９
月
２
日

○火
ま
で

③

航
空
学
生

９
月
20
日
○土
ま

た
は
27
日
○土

８
月
29
日

○金
ま
で

④
防
衛
医
科
大
学

校
看
護
学
科
学

生（
自
衛
官
候

補
看
護
学
生
）
10
月
18
日
○土

10
月
３
日

○金
ま
で

⑤

防
衛
医
科
大

学
校
医
学
科

学
生

10
月
25
日
○土

10
月
８
日

○水
ま
で

⑥
防
衛
大
学
校
学

生（
一
般
採
用
）
11
月
１
日
○土

10
月
16
日

○木
ま
で

■■
試
験
会
場　

①
筆
記
・
適
性
検
査
…
ウ

ェ
ブ
開
催　

口
述
・
身
体
検
査
…
神
町
駐

屯
地
（
東
根
市
）　

②
ウ
ェ
ブ
開
催　

③

④
⑤
⑥
山
形
地
方
合
同
庁
舎
（
山
形
市
）

■■申
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部

鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

お
米
の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル‌

「
鶴
岡
ご
は
ん
日
本
一
」出
場
者
募
集

■■対
山
形
県
内
在
住
の
49
歳
以
下
の
農
家

■■申
９
月
10
日
○水
ま
で
同
コ
ン
ク
ー
ル
実
行

委
員
会
☎
64
‐
５
８
０
３
へ　

■■他
最
優
秀

賞
受
賞
者
に
は
新
車
軽
ト
ラ
ッ

ク
贈
呈

入
居
時
期
は
８
月
下
旬
以
降‌

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
城
南
住
宅

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ
（
子
育
て
向
け
）
２

美
原
住
宅

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ+

Ｓ（
★
）
１

稲
生
住
宅

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

３

大
西
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅

木
造
２
階
建
て
長
屋
・

３
Ｄ
Ｋ
（
家
族
向
け
）

１

羽黒
特
定
公
共

賃
貸
住
宅

木
造
平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

２

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■■申
７
月
１
日
○火
～
18
日
○金
に
山
形
県
す
ま

い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社
鶴
岡
管
理
事
務
所

☎
35
‐
０
１
５
３
へ　

■■他
★
は
単
身
入
居

可
白
甕
社
美
術
展　

作
品
募
集

■■
種
目　

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
等
（
１
人

２
点
以
内
、
15
号
以
上
〈
版
画
は
制
限
な

募
集
・
相
談
・
そ
の
他
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し
〉）　

■■費
大
人
…
４
、
０
０
０
円　

学
生

…
５
０
０
円　

■■申
８
月
23
日
○土
午
前
10
時

～
午
後
５
時
30
分
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム
へ　

■■問
白
甕
社　

■■他
申
込
書
等
は
同

館
、
中
央
公
民
館
、
市
内
画
材
店
等
に
設

置
奥
の
細
道
羽
黒
山
全
国
俳
句
大
会‌

投
句
募
集

▽
一
般
の
部　

■■内
自
由
題
、
未
発
表
句
２

句
１
組　

■■費
１
、
０
０
０
円　

▽
Ｚ
の
部　

■■対
高
校
生
、
専
門
学
校
生
、

大
学
生　

■■内
自
由
題
、
１
人
１
句　

▽
一
般
の
部
・
Ｚ
の
部
共
通　

■■申
８
月
12

日
○火
ま
で
出
羽
三
山
神
社
内
同
大
会
実
行

委
員
会
☎
62
‐
２
３
５
５
へ　

▽
子
ど
も
の
部　

■■対
小
学
４
年
～
中
学
３

年
生　

■■内
身
の
回
り
で
感
じ
た
こ
と　

■■申

７
月
28
日
○月
ま
で
い
で
は
文
化
記
念
館
内

同
大
会
実
行
委
員
会
☎
62
‐
４
７
２
７
へ

鶴
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　

入
会
説
明
会

■■日
７
月
11
日
○金
・
29
日
○火
、
８
月
７
日
○木

・
27
日
○水
午
前
10
時
、
９
月
11
日
○木
午
後

６
時
・
26
日
○金
午
前
10
時　

■■対
市
内
在
住

の
60
歳
以
上
の
方
各
日
15
人　

■■場
・
■■申
同

セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
４
４
３
６

海
岸
清
掃
・
花
壇
整
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集‌

湯
野
浜
き
ら
き
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■■日
７
月
13
日
○日
午
前
10
時
15
分
（
湯
野
浜

海
水
浴
場
南
駐
車
場
集
合
）　

■■申
７
月
11

日
○金
ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会
☎
75

‐
２
２
５
８

入
居
時
期
は
10
月
上
旬‌

県
営
住
宅
７
月
募
集

■■
募
集
住
宅　

▽
美
原
１
号
・
３
号
、
東

部
１
号
・
３
号
、
茅
原
１
号
・
３
号
、
大

西
町
住
宅
…
各
１
戸　

▽
美
原
２
号
、
末

広
１
号
…
各
２
戸　

▽
末
広
３
号
…
４
戸

▽
末
広
２
号
…
７
戸　

■■申
７
月
７
日
○月
～

11
日
○金
に
山
形
県
す
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り

公
社
庄
内
地
域
管
理
事
務
所
☎
66
‐
３
２

１
０
へ　

■■他
抽
せ
ん
会
は
７
月
23
日
○水

環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
２
０
２
５‌

出
展
企
業
・
団
体
募
集

■■日
９
月
21
日
○日　

■■場
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ

小
真
木
原　

■■費
販
売
が
あ
る
場
合
…
１
、

０
０
０
円　

電
源
を
使
用
す
る
場
合
…
５

０
０
円　

■■申
市
HP
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
７
月
18
日
○金
ま
で
環
境
政
策

課
内
「
環
境
つ
る
お
か
推
進
協

議
会
」
事
務
局
☎
35
‐
０
１
６

０
へつ

る
お
か
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に

よ
る
結
婚
相
談
会

■■日
７
月
11
日
○金
午
後
２
時
～
７
時
・
12
日

○土
・
13
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
４
時　

■■場

エ
ス
モ
ー
ル　

■■対
結
婚
を
希
望
す
る
独
身

の
方
ま
た
は
そ
の
家
族　

■■問
本
所
地
域
振

興
課
内
「
つ
る
お
か
世
話
焼
き

委
員
会
」
事
務
局
☎
35
‐
１
１

９
１
へ

中
小
企
業
無
料
法
律
相
談
会

■■日
７
月
18
日
○金
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分　

■■場
市
役
所
本
所
別
棟
第
４
会
議
室

■■問
山
形
県
弁
護
士
会
☎
０
２
３
‐
６
２
２

‐
２
２
３
４

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す‌

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■■日
７
月
25
日
○金
午
後
３
時
～
７
時　

■■対
鶴

岡
・
田
川
地
域
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人　　

■■場
・
■■申
７
月
24
日
○木
ま
で
東

北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７

へ
所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方
へ‌

空
き
家
の
無
料
相
談
会

■■日
８
月
２
日
○土
午
前
10
時
～
正
午　

■■場
勤

労
者
会
館　

■■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
35
‐

１
３
１
５
ま
た
は
つ
る
お
か
ラ

ン
ド
・
バ
ン
ク
☎
64
‐
１
５
６

７
へ現

在
働
い
て
い
な
い
方
の
就

職
無
料
相
談

■■日
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
午
前
10
時
～

午
後
５
時　

■■場
勤
労
者
会
館　

■■対
15
歳
～

49
歳
の
方　

■■申
庄
内
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
２
３
４
‐
31
‐
８
３

８
３家

庭
教
育
電
話
相
談‌

ふ
れ
あ
い
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　

子
育
て
の
悩
み
等
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■■日
月
曜
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

15
分　

■■内
子
育
て
の
悩
み
等　

■■
相
談
電

話　

☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
８
７
６　

■■問
山
形
県
生
涯
教
育
・
学
習
振
興
課
☎
０

２
３
‐
６
３
０
‐
３
３
４
４

藤
沢
周
平
記
念
館‌

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

７
月
15
日
○火
～
17
日
○木
は
休
館
し
ま
す
。

■■問
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０

次世代ガストロノミーコンペティション
■■問鶴岡食文化創造都市推進協議会☎35‐1185

エントリー募集中！

■テーマ
ウェルビーイング～鶴岡から未来に
向けた最高の一皿～
■募集部門
①プロフェッショナル部門
　45歳以下の県内の料理人等
②学生部門
　市内在住または出身の25歳以下
　の学生　

※学生部門は、市内在住または出身
　者を含む３人以下のグループもエ
　ントリー可。
■エントリー／一次審査課題提出
　７月31日○木まで
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戸
籍
の
氏
名
に
振
り
仮
名
を

記
載
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
？

　

最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
で
戸
籍
の
氏
名
に

振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
る
と
知
り
ま
し

た
。
振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
で
、

ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

人
違
い
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

　

１
つ
の
漢
字
に
様
々
な
読
み
方
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
名
前
の
読
み
間
違
い
が
起
き
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
人
違
い
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
等
を
防
ぐ
た
め

に
、
戸
籍
に
振
り
仮
名
を
記
載
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
氏

名
に
様
々
な
読
み
方
が
あ
る
こ
と
を
利

用
し
た
不
正
行
為
を
防
ぐ
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
戸
籍
に
記
載
予
定
の
振
り
仮
名
が
通

　
知
さ
れ
ま
す

QＡ

　

国
内
に
住
所
の
あ
る
日
本
人
に
対
し

て
、
本
籍
地
の
市
区
町
村
か
ら
戸
籍
に

記
載
さ
れ
る
予
定
の
振
り
仮
名
が
郵
送

で
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

鶴
岡
市
に
本
籍
が
あ
る
方
に
は
、
7

月
下
旬
に
発
送
予
定
で
す
。
通
知
が
届

い
た
ら
、
必
ず
内
容
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
振
り
仮
名
が
誤
っ
て
い
た
と
き
は

　

来
年
５
月
25
日
ま
で
に
、
①
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル　

②
郵
送　

③
近
く
の
市
区

町
村
の
窓
口
に
直
接　

の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
振
り
仮
名
が
正
し
い
と
き
は　

　

届
出
は
不
要
で
す
。
来
年
５
月
26
日

以
降
に
、
通
知
の
と
お
り
戸
籍
に
記
載

さ
れ
ま
す
。

■
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

振
り
仮
名
の
届
出
に
手
数
料
は
か
か

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
届
出
を
し
な
く
て

も
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

法
務
省
や
市
区
町
村
職
員
を
装
っ
て

金
銭
を
要
求
す
る
行
為
は
、
詐
欺
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
本
所
市
民
課
〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

鳥海山おもしろ自然塾
電動糸のこ教室●遊佐町

■■日８月９日○土午前９時　■■定７人　■■内電動糸のこを
使って時計を製作　■■費2,500円　　■■場・■■申８月４日
○月までしらい自然館☎0234‐72‐2069へ　■■他小
学３年生以下保護者同伴。金俣そばの販売あり（要
予約）

庄内町の小さな旅
余目あんちゃ豆収穫＆クッキング●庄内町

余目あんちゃ豆の収穫のほか、農家レストラン
直伝の枝豆料理教室を開催します。
■■日８月３日○日午前９時～午後１時　■■場余目第三ま
ちづくりセンター　■■定先着10組　■■費中学生以上
…2,500円　小学生以下…500円　■■持軍手等　■■申
庄内町観光協会☎0234‐42‐2922

詳しくは
市HP！

法務省
戸籍制度
マスコットキャラクター
「コセキツネ」

酒田市美術館特別展
明和電機ナンセンスマシーン展in酒田●酒田市

1993年に結成された土佐信道氏による芸術ユ
ニット「明和電機」の軌跡と、独創的な発想を
生み出す秘密を紹介します。
■■日７月５日○土～９月７日○日午前９時～午後5時
（最終入館は午後４時30分。７月14日○月は休館）　
■■費大人…1,200円　高校生…600円　中学生以下
…無料　■■場・■■問同館☎0234‐31‐0095

土門拳写真美術館 戦後80年記念特別展
東松照明と土門拳‐語りつぐ写真‐●酒田市

戦後日本の写真界をけん引した東松照明と土門
拳の作品を紹介。史上初となる２人展です。
■■日７月11日○金～10月26日○日午前９時～午後 5
時（最終入館は午後４時30分。９月25日○木は休館）　

■■費大人…1,300円　高校生…650円　中学生以下
…無料　■■場・■■問同館☎0234‐31‐0028
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今月の各種相談窓口開設日　７/４～８/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 8日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 25日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 17日○木13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 9日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎地域づくり推進課☎53‐2114 15日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 24日○木13：30～15：30・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 17日○木14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 12日○土 10：00～15：00（要予約）・同事務所

編集・発行／鶴岡市総務部総務課つるおか広報室

《人口と世帯》（令和７年５月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：115,562人
　　 （男：55,642人、女：59,920人）

　世帯数：49,527世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞                     　 ①   9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 18：00～21：00
　　　　　　＜月曜・土曜日＞                         ③ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①   9：00～12：00

 ② 13：00～15：00

■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　�感染症対策のため、来院前に必ず電話連絡をお願いし
ます。！

献血　７/４～８/３
■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
7 ．8○火   9：30 ～ 11：30 鶴岡ガス㈱
12○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30～16：00 　　　　〃
19○土 10：00～12：00 エスモール
〃 13：30～16：00          〃
23○水 9：30～11：30 市役所櫛引庁舎
25○金 ９：30～11：30 にこ♥ふる
〃 13：00～15：30 　   〃

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
〃　　（いじめに関すること） 　　　　　　　 〃 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
〃　　（不登校・児童生徒の発達） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） こども家庭センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
家 庭 児 童 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所地域包括ケア推進課☎29‐4180へ

↑ホームページは
こちらから

↑インスタグラムは
こちらから

↑X（旧ツイッター）は
こちらから

↑ラインは
こちらから
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チェーホフの長編ミステリー小説『狩
場の悲劇』をベースに新たな劇世界を
創造。帝政ロシアの人間社会をレポー
トしたチェーホフと、市井の人々の姿
に日本社会の時代や様相を投影してき
た永井愛の、時間と空間を飛び越えた
奇跡のコラボレーション！

環
境
に
配
慮
し
植
物
油
イ
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キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

玉置 玲央

同館 大ホール

―２公演共通―
●チケット販売

【問合せ】荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

二兎社公演49『狩場の悲劇』 〈出演者〉

午後１時

7,000円（全席指定。
当日券は500円増し）

11/22
（土）

時間
場所
費用

アントン・チェーホフ
永井愛

原作
脚色・演出
出演

1945年８月、青年の戦闘機が堕
お

ちたのは「遠野」
だった。そこはこの世とあの世が交差する幻影
の地か…。青年は愛しき許

いいなずけ

嫁の面影を追う。彼
が最期に目にした彼女の姿とは。こころを震わ
す切ない愛の物語。

同館 大ホール

Kバレエ・オプト『踊る。遠野物語』

午後６時30分

一般Ｓ席7,500円
・A席5,500円、
学生A席3,500円
（全席指定。当日
券は500円増し）

1/9
（金）

時間
場所
費用

来年

《会員先行販売》（座席指定可）
７月13日（日）午前10時～８月２日（土）
※会員先行販売はTACTメンバーズへの会員登録が必要です。
《一般販売》（座席指定可）
８月３日 (日)午前10時～
●購入方法
《会員先行・一般販売》
①荘銀タクト鶴岡ホームページで購入手続き完了後、セブン -
　イレブンまたは同館窓口でチケット引換え。
②同館窓口で購入。

TACTメンバーズ限定
～セット券のご案内～
上記２公演のセットチケット
を数量限定で販売！
お得にご購入いただけます。

詳しくは
ホームページ。

イベントの詳細

溝端 淳平 門脇 麦

Ｋバレエ トウキョウ（石橋奨也、大久保沙耶ほか）、
麿赤兒､ 尾上眞秀､ 田中陸奥子､ 森山開次　ほか

演出・振付・構成
出　　演

森山開次

イラスト：森洋子

溝端淳平、門脇麦、玉置玲央、亀田佳明、大西礼芳、佐藤誓　ほか

写真：渡邉肇

©Hajime Watanabe
〈助成〉一般財団法人地域創造

※一部鑑賞支援サービスあり。
※一部18歳以下無料、同伴者半額。
（令和７年度　文化庁　劇場・音楽堂等における子供舞台芸術鑑賞体験支援事業）

2025年度自主事業




